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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.htm 毎月１・15日発行
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６
月
１
日（
月
）

納
期
限
の

 
お
知
ら
せ

 
主
な
内
容

◆福祉のひろば
介護職員初任者研修受講
費用の助成、第４回地域
交流企画、民生委員・児
童委員　ほか …７～９面

◆健康ガイド
乳がん検診、親子健康教
室、大腸がん検診、小金
井市民の歯と口の健康　
ほか …６・７面

◆催し
エコドライブ教習会、シ
ニア世代の人生設計、第
２回図書館読書会　ほか
 …１０～１２面

◆お知らせ
委員募集、地域防災計画を修正、市
職員人事、社会保障・税番号制度の
導入に伴う住民基本台帳カードの取
り扱いについて　ほか …２～６面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第１期分
軽自動車税 ……………………全期分

　
 
爽 
や
か
な
風
と
と
も
に
新
緑

さ
わ

の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
は
「
さ
く
ら
の
小
金

井
」
を 
標  
榜 
す
る
本
市
に
と
っ

ひ
ょ
う 
ぼ
う

て
、
大
変
華
や
か
な
時
節
で
あ

り
、
市
内
各
所
で
さ
く
ら
が
咲

き
誇
り
、 
様  
 々
な
さ
く
ら
を 
愛 

さ
ま 
ざ
ま 

め

で
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
時
期
に
併
せ
、
市
内
で
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
特

に
、
４
月
３
日
～
５
日
に
都
立

小
金
井
公
園
で
開
催
さ
れ
た

「
小
金
井
桜
ま
つ
り
」
に
は
、
市

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。
ま
た
、　

日
～　

１１

１９

日
に
開
催
さ
れ
た
「
は
け
の
森

を
め
ぐ
る
旅
」
で
は
、
野
川
に

架
か
る
中
前
橋
を
中
心
と
す
る

野
川
沿
岸
の
し
だ
れ
桜
、
れ
ん

ぎ
ょ
う
が
満
開
の
中
、
交
通
整

理
が
必
要
に
な
る
ほ
ど
、
大
勢

の
方
が
訪
れ
「
さ
く
ら
の
小
金

井
」を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
大
変
楽
し
み
で
す
。

　

５
月
の
大
型
連
休
の
予
定

は
、
お
決
ま
り
で
す
か
。
こ
の

機
会
に
、
市
内
を
散
策
す
る

「
ま
ち
歩
き
」
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
市
内
に
は
、

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
市
内
南
北
に
あ
る
都
立
小

金
井
公
園
や
都
立
武
蔵
野
公

園
、
ま
た
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
や
遊
歩
道
な
ど
、
ま
ち
を
歩

く
と
新
た
な
発
見
に
出
会
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
市
内
の
見
ど
こ

ろ
な
ど
を
コ
ー
ス
別
に
紹
介
し

て
い
る
小
金
井
ま
ち
歩
き
マ
ッ

プ
（
経
済
課
等
で
配
布
）
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ち
歩
き
を
通

し
て
、
小
金
井
の
新
た
な
魅
力

を
ぜ
ひ
発
見
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

５
月
２
日
、
３
日
に
は
、
都

立
小
金
井
公
園
を
起
点
に
「
第

　

回
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

２０東
京
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、　

日
は
、
市
民
総
参
加

２７

型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
小

金
井
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１

５
」
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
体
を
動
か
し
て
運
動
を

楽
し
み
、
元
気
な
市
民
生
活
を

送
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

今
年
は
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
と

参
加
率
を
競
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

も
適
度
な
運
動
が
必
要
で
す
。

健
康
長
寿
の
ま
ち
・
小
金
井
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

＝37＝

小
金
井
市
長

可燃ごみ処理可燃ごみ処理のの
支援状況につい支援状況についてて
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　平成２６年度の可燃ごみ処理につ
いては、多摩川衛生組合（構成
市：稲城市、狛江市、府中市、国
立市）、国分寺市、昭島市、西多
摩衛生組合（構成市：青梅市、福
生市、羽村市、瑞穂町）のご理解・
ご協力により、滞りなく処理する
ことができました。各団体の施設
周辺にお住まいの皆様ならびに関
係者の皆様に心からお礼申し上げ
ます。
　平成２７年度の可燃ごみ処理につ
いては、多摩川衛生組合、国分寺
市、昭島市、西多摩衛生組合から
ご支援をいただけることとなり、
市内から発生する可燃ごみの全量
が滞りなく処理できる見込みで
す。施設周辺にお住まいの皆様な
らびに関係者の皆様に重ねて感謝
申し上げます。

　市では、可燃ごみの安定的な処
理体制を確立するまでの間、可燃
ごみの処理を多摩地域の各団体に
お願いしなければなりません。市
民の皆さんには、ご支援をいただ
いている施設周辺にお住まいの皆
様へのご負担を軽減するため、引
き続きごみの減量・分別にご理
解・ご協力をお願いします。
問合先　ごみ処理施設担当　（☎
０４２−３８７−９８５４）

平成２７年度の
可燃ごみ処理の支援先

支援量支援先
　６,０００ｔ多摩川衛生組合
　３,６００ｔ国分寺市
　２,０００ｔ昭島市
　２,０００ｔ西多摩衛生組合
１３,６００ｔ合　計

　台風・集中豪雨などの多発期に備え、小金井消防署、市消防団などの
関係機関や地域の方々と連携して、水防訓練を行います。
　各家庭でも実践できる「簡易水防工法」「可搬ポンプによる排水活動」
等の体験ができます。参加する方は、動きやすく汚れてもいい服装でお
越しください。
　なお、平成２７年３月３０日に、野川が洪水予報指定河川に指定されまし
た。洪水予報が発表されたら、建物の２階や高い場所へ避難するなど、
身の安全を確保する行動をとってください。
と　き　５月１０日（日）午前１０時～正午
ところ　都立武蔵野公園野川第二調節池（中町１丁目）
問合先　地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

台風シーズンを前台風シーズンを前にに
水防訓練を行いま水防訓練を行いますす

春の全国交通安全運春の全国交通安全運動動
５月11日（月）〜20日（水）

「やさしさが　走るこの街　この道路」
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　交通事故は、自動車だけでなく自転車や歩
行者一人ひとりが交通ルールやマナーを守る
ことにより防げるものがほとんどです。
　この運動を契機に、市民一人ひとりが交通
安全に関心を持ち、正しい交通ルールとマナ
ーを身につけ、交通事故の防止に努めましょ
う。
運動テーマ　子どもと高齢者の交通事故防止
重点事項　渇自転車の安全利用の推進（特に
「自転車安全利用五則」の周知徹底）渇全て
の座席のシートベ
ルトとチャイルド
シートの正しい着
用の徹底　渇飲酒
運転の根絶　渇二
輪車の交通事故防
止　渇夕暮れ時と
夜間の歩行中・自
転車乗車中の交通事故防止（特に、反射材用
品等の着用の推進および自転車前照灯の点灯
の徹底）

【自転車安全利用五則】
渇　自転車は、車道が原則、歩道は例外
渇　車道は左側を通行
渇　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
渇　安全ルールを守
る（飲酒運転・二
人乗り・並進の禁
止、夜間はライト
を点灯、交差点で
の信号遵守と一時
停止・安全確認）
渇　子どもはヘルメットを着用
【５月２０日は交通事故死ゼロをめざす日で
す】
　一人ひとりが、交通ルールを守り、交通マ
ナーを実践するなど交通事故に注意して行動
することによって、交通事故をなくしましょ
う。
問合先　交通対策課交通対策係（☎０４２−３８７
−９８５０）、小 金 井 警 察 署（☎０４２−３８１−
０１１０）
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◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（２歳以上）

問合先内　容ところと　き名　称

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）

生涯学習推進計画に
ついて　ほか

市役所第二庁舎８
階８０１会議室

５月１５日（金）
９：３０〜社会教育委員の会議

健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）

食育推進計画につい
て　ほか

保健センター１階
大会議室

５月２１日（木）
１４：００〜食育推進会議

子ども家庭支援センター
（☎０４２−３２１−３１６１）

子ども家庭支援セン
ターの運営について

保健センター１階
大会議室

５月２８日（木）
１０：００〜

子ども家庭支援センター
運営協議会（※）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

○は休日窓口開設日5月
土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

31

ご
利
用
く
だ
さ
い

５
月
の
休
日
窓
口

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
保
給
付
係
・
国
保
税
係
、
子

育
て
支
援
課
手
当
助
成
係
（
２
日

の
み
）
、
納
税
課
（
２
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

○
○
○
○

○

 
〈
保
育
検
討
協
議
会
委
員
〉

　

市
で
は
、
市
内
の
保
育
所
の
設

置
主
体
に
応
じ
た
保
育
の
現
状
を

分
析
し
、
市
が
設
置
す
る
保
育
所

の
管
理
運
営
等
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
広
く
意
見
を
聴
く
た

め
、
保
育
検
討
協
議
会
を
設
置
し

ま
す
。

　

委
員
は
、
公
募
市
民
、
学
識
経

験
者
、
民
間
保
育
園
・
認
証
保
育

園
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
障
が
い
者

（
児
）
）
事
業
の
分
野
に
関
す
る

団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
び
、
公
募
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
以
内
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
で
、
平
成　
２７

年
５
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

２０

委
嘱
期
間　

委
嘱
日
～　

月　

日

１２

３１

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

５
月　

日
（
消
印
有

１５

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
作
文
（　

字
以

４００

内
・
課
題
＝
「
保
育
園
に
期
待
す

委
員
募
集

る
こ
と
」
）・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
保
育
課
へ
。

問
合
先　

保
育
課
保
育
係
（
〒　
１８４

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・
市
役
所

第
二
庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

４
６ 
　

儿　

儿
２
６
０
９
）

０４２

３８６

〈
第
６
期
市
民
参
加 

推
進
会
議
委
員
〉

　

市
で
は
、
市
民
参
加
条
例
の
適

正
な
運
用
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
や
市

民
参
加
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

市
民
参
加
推
進
会
議
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

平
成　

年
５
月
１
日
現

２７

在　

歳
以
上
で
市
民
団
体
代
表

１８
（
市
内
の
地
域
団
体
等
の
代
表
）

の
方

委
嘱
期
間　

２
年
間
（
年
４
回
程

度
開
催
）

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
配
布
場
所　

企
画
政
策

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
市

役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
図
書

FAX

　

４
月
１
日
付
・（　

）
内
は
旧
職

名【
部
長
職
】

▽　

企
画
財
政
部
長
兼
庁
舎
建
設

等
担
当
部
長
（
総
務
部
長
）
河

野
律
子

▽　

総
務
部
長
（
学
校
教
育
部

長
）
天
野
建
司

▽　

市
民
部
税
務
担
当
部
長
（
総

務
部
危
機
管
理
担
当
部
長
兼
地

域
安
全
課
長
事
務
取
扱
）
大
澤

秀
典

▽　

子
ど
も
家
庭
部
長
（
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
事
務
取
扱
）

佐
久
間
育
子

▽　

都
市
整
備
部
長
（
都
市
整
備

部
道
路
管
理
課
長
）
東
山
博
文

▽　

学
校
教
育
部
長
（
企
画
財
政

部
長
兼
庁
舎
建
設
等
担
当
部

長
）
川
合
修

【
課
長
職
】

▽　

企
画
財
政
部
企
画
調
整
担
当

課
長
（
企
画
財
政
部
企
画
政
策

課
長
補
佐
［
調
整
担
当
］
兼
企

画
政
策
係
長
）
今
井
哲
也

▽　

総
務
部
地
域
安
全
課
長
（
総

務
部
地
域
安
全
課
長
補
佐
兼
防

災
消
防
係
長
）
吉
田
亮
二

▽　

総
務
部
管
財
課
長
兼
検
査
係

長
事
務
取
扱
（
子
ど
も
家
庭
部

児
童
青
少
年
課
長
兼
児
童
館

長
）
高
橋
茂
夫

▽　

市
民
部
市
民
税
課
長
（
環
境

部
ご
み
対
策
課
長
補
佐
兼
減
量

推
進
係
長
）
秋
元
良
夫　

▽　

市
民
部
納
税
課
長
（
市
民
部

納
税
課
長
補
佐
）
堤
直
規　

▽　

福
祉
保
健
部
地
域
福
祉
課
長

（
学
校
教
育
部
庶
務
課
長
）
関

次
郎

▽　

福
祉
保
健
部
生
活
福
祉
担
当

課
長
（
福
祉
保
健
部
地
域
福
祉

課
長
）
梶
野
ひ
づ
る

▽　

福
祉
保
健
部
高
齢
福
祉
担
当

課
長
（
市
民
部
付
副
参
事
〔
東

京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣
〕
）
鈴
木
茂
哉

▽　

子
ど
も
家
庭
部
児
童
青
少
年

課
長
兼
児
童
館
長
（
議
会
事
務

局
次
長
）
飯
田
治
子

▽　

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
市
民
部
市
民
税
課
長
）
内
田

泰
彦

▽　

都
市
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
（
都
市
整
備
部
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ

く
り
係
長
）
高
橋
弘
樹

▽　

都
市
整
備
部
道
路
管
理
課
長

兼
工
事
係
長
事
務
取
扱
（
都
市

整
備
部
道
路
管
理
課
長
補
佐
兼

道
路
管
理
係
長
）
永
井
直
秀

▽　

都
市
整
備
部
建
築
営
繕
課
長

（
都
市
整
備
部
建
築
営
繕
課
長

補
佐
）
若
藤
実

▽　

学
校
教
育
部
庶
務
課
長
（
学

校
教
育
部
学
務
課
長
補
佐
兼
保

健
給
食
係
長
）
河
田
京
子

▽　

学
校
教
育
部
指
導
室
長
（
東

京
都
教
育
委
員
会
よ
り
派
遣
）

小
林
正
隆

▽　

議
会
事
務
局
次
長
（
総
務
部

管
財
課
長
兼
検
査
係
長
事
務
取

扱
）
小
林
大
治

【
課
長
補
佐
職
】

▽　

環
境
部
付
副
参
事
〔
日
野
市

派
遣
研
修
〕
（
環
境
部
ご
み
対

策
課
付
主
査
〔
日
野
市
派
遣
研

修
〕
）
花
野
彰
彦

▽　

子
ど
も
家
庭
部
保
育
課
長
補

佐
（
福
祉
保
健
部
介
護
福
祉
課

介
護
保
険
係
長
）
藤
井
知
文

▽　

会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

（
会
計
課
会
計
係
長
）
深
草
智

子

們
們　

◇　

們
們

【
退
職（
３
月　

日
付
）】

３１

部
長
職

　

▽
伊
藤
信
之
（
市
民
部
税
務
担

当
部
長
兼
納
税
課
長
事
務
取
扱
）

▽
川
村
久
恵（
子
ど
も
家
庭
部
長
）

▽
酒
井
功
二
（
都
市
整
備
部
長
兼

建
築
営
繕
課
長
事
務
取
扱
）

館
本
館
、
公
民
館
各
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
婦
人
会
館
、
福
祉
会
館
、

総
合
体
育
館
、
東
小
金
井
駅
開
設

記
念
会
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

６
月
１
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
指
定
の
応
募
用
紙

に
小
論
文
（
課
題
＝
「
市
民
参
加

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
」
。
市
の
役
割
、
市
民
の
役
割

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ　

字
以
内

４００

で
お
書
き
く
だ
さ
い
）・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
団
体
名
・
代
表
者
名
・
団
体

住
所
を
明
記
し
、企
画
政
策
課
へ
。

※　

団
体
の
会
則
ま
た
は
規
約

等
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
も
の

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
０
０ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８７

儿
１
２
２
４
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

そ
の
他　

▽
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
等
の
委
員
を
兼
ね

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
▽

市
の
関
係
者
を
除
く
。

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
方
法　

市
役
所
で
設
け
た
選

考
委
員
会
で
、
作
文
・
論
文
に
よ

る
審
査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
選
考

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
作
文
・
論
文

は
、
選
考
後
返
却
し
ま
す
。

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

FAX

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

　

ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
水
）
、　

１３

１４

日
（
木
）
、　

日
（
金
）
、
い
ず

１５

れ
も
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

※　

東
側
職
員
通
用
口
（
左
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 　

防
災
会
議
で
は
、
災
害
対
策
基

本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た

め
、
ま
た
、
国
の
防
災
基
本
計
画

や
都
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
と

の
整
合
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
ま

し
た
。

　

地
震
に
よ
る
災
害
か
ら
一
人
で

も
多
く
の
生
命
お
よ
び
貴
重
な
財

産
を
守
る
た
め
に
は
、「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
そ
し
て
、
ご
近
所

（
近
助
）
の
仕
組
み
を
地
域
で
作

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
日

ご
ろ
よ
り
防
災
意
識
を
高
く
持

ち
、
３
日
分
の
食
料
や
水
な
ど
の

備
蓄
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所
等　

地
域
安
全
課
（
市

役
所
本
庁
舎
１
階
）
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎
６

階
）、図
書
館
本
館
・
各
分
室
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

夜間入口詳細図地
域
防
災
計
画
を

修
正
し
ま
し
た

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

 　

都
で
は
、
石
神
井
川
の
河
川
整

備
計
画
（
変
更
原
案
）に
つ
い
て
、

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　

５
月
１
日
（
金
）
～

　

日
（
木
）
午
前
８
時　

分
（
②

２８

３０

③
は
９
時
）
～
正
午
、
午
後
１
時

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

閲
覧
・
意
見
受
付
場
所　

①
市
都

市
計
画
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
②
東
京
都
北
多
摩
南
部
建

設
事
務
所
（
府
中
市
緑
町
１
儿　
２７

儿
１
）
、
③
東
京
都
建
設
局
河
川

部
計
画
課
（
〒　

儿
８
０
０
１
住

１６３

所
不
要
・
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
２２

中
央
☎　

儿
５
３
２
０
儿
５
４
１

０３

４ 
　

儿
５
３
８
８
儿
１
５
３
３

０３

死S
0
0
0
0
3
8
4
@
sectio

n
.m
et

ro
.to
kyo
.jp

）で
ご
覧
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
都
建
設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.k
en
setsu

.

m
etro

.to
kyo
.jp
/kasen

seib
i

keikaku
/

）
で
も
公
開
し
て
い
ま

す
。

意
見
の
提
出
方
法　

５
月　

日
２８

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
意
見
を

明
記
し
、
直
接
（
①
～
③
）
ま
た

は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

（
③
の
み
）で
意
見
受
付
場
所
へ
。

問
合
先　

市
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
都
市
計
画
道
路
事
業

３
・
４
・　

号
多
磨
墓
地
小
金
井

１２

公
園
線
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可

の
図
書
に
つ
い
て
、
縦
覧
を
行
っ

て
い
ま
す
。

施
行
期
間　

平
成　

年
３
月　

日

３０

３１

ま
で

縦
覧
期
間　

事
業
施
行
期
間
終
了

ま
で
の
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・
日

河
川
整
備
計
画
（
変
更
原

案
）
の
閲
覧
お
よ
び
意
見

募
集
を
行
い
ま
す

FAX都
市
計
画
事
業
の

図
書
の
縦
覧

曜
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
・
問
合
先　

都
市
計
画

課
都
市
計
画
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

　

▽
平
野
武
さ
ん
、
橋
岡
和
子
さ

ん
、
池
内
隆
司
さ
ん
、
田
村
恵
子

さ
ん
、
坂
本
敬
さ
ん
（
い
ず
れ
も

公
募
委
員
）

問
合
先　

交
通
対
策
課
交
通
対
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
０
）

０４２

３８７

地
域
公
共
交
通
会
議

公
募
委
員
選
任
結
果

市
職
員
人

市
職
員
人
事事
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　過去に保険料の全額または一部免除、
学生納付特例制度や若年者猶予制度の承
認を受けた期間のある方は、１０年以内で
あれば保険料をさかのぼって納めること
（追納）ができます。
　将来受け取る年金額を増額するために
も、追納制度をご利用ください。
　なお、学生納付特例等を受けた年度か

ら起算して、３年度目以降に追納する場
合には、経過期間に応じて一定の加算額
が上乗せされます。（下表）
　納めることができるようになったとき
は、できるだけ早く追納することをお勧
めします。
問合先　保険年金課国民年金係（☎０４２
−３８７−９８４４）

追納制度をご存じですか
国民年金

 国民年金保険料追納額（平成２７年度） （月額）
納付額当時の

保険料
免除を
受けた年度 ４分の１免除半額免除４分の３免除全額免除

―７,４４０円―１４,８８０円１３,５８０円平成１７年度
３,７３０円７,４６０円１１,１９０円１４,９３０円１３,８６０円　　１８年度
３,７３０円７,４８０円１１,２１０円１４,９６０円１４,１００円　　１９年度
３,７７０円７,５４０円１１,３２０円１５,０９０円１４,４１０円　　２０年度
３,７８０円７,５８０円１１,３６０円１５,１６０円１４,６６０円　　２１年度
３,８５０円７,７２０円１１,５７０円１５,４３０円１５,１００円　　２２年度
３,８００円７,６１０円１１,４１０円１５,２２０円１５,０２０円　　２３年度
３,７６０円７,５３０円１１,３００円１５,０７０円１４,９８０円　　２４年度
３,７６０円７,５２０円１１,２８０円１５,０４０円１５,０４０円　　２５年度
３,８１０円７,６３０円１１,４４０円１５,２５０円１５,２５０円　　２６年度

※　平成２５・２６年度は、加算額はありません。

〈
出
産
育
児
一
時
金
〉

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
出

産
し
た
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象　

妊
娠　

日
以
上
の
出

８５

産
が
対
象
で
す
。
（
死
産
、
流
産

の
場
合
で
も
支
給
）

　

た
だ
し
、
１
年
以
上
社
会
保
険

の
本
人
で
あ
っ
た
方
が
、
国
民
健

康
保
険
の
資
格
取
得
か
ら
６
か
月

以
内
に
出
産
し
た
場
合
は
、
以
前

加
入
し
て
い
た
社
会
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　
　

万
円

４５

※　

出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払

制
度
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
そ

の
差
額
が
振
込
額
と
な
り
ま

す
。

必
要
書
類
等　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
証
、
母
子
健
康
手
帳
（
死

産
、
流
産
の
場
合
は
医
師
の
証
明

書
）
、
通
帳
な
ど
振
込
先
が
わ
か

る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合

は
通
帳
が
必
要
で
す
）
、
直
接
支

払
を
利
用
す
る
（
ま
た
は
利
用
し

な
い
）
こ
と
に
関
す
る
医
療
機
関

と
の
合
意
文
書
、
医
療
機
関
発
行

の
領
収
書
等

【
出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

市
が　

万
円
を
上
限
と
し
て
、

４２

出
産
育
児
一
時
金
を
病
院
や
助
産

所
に
直
接
支
払
う
こ
と
で
、
被
保

険
者
が
、
出
産
時
に
医
療
機
関
に

支
払
う
際
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
出
産
す
る
予

定
の
病
院
や
助
産
所
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
直
接
、

病
院
や
助
産
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
出
産
育
児
一
時
金
貸
付
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

出
産
予
定
日
の
１
か
月
前
か
ら

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
葬
祭
費
〉

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
、
葬
祭
を
行
っ

た
方
に
支
給
し
ま
す
。
（
葬
祭
日

か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
）

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
の
本
人
で

あ
っ
た
方
が
、
国
民
健
康
保
険
の

資
格
取
得
か
ら
３
か
月
以
内
に
死

亡
し
た
場
合
は
、
以
前
加
入
し
て

い
た
社
会
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　

５
万
円

必
要
書
類
等　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
証
、
申
請
者
が
葬
祭
を
行
っ

た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
領
収
書

等
）、通
帳
な
ど
振
込
先
が
わ
か
る

も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は

通
帳
が
必
要
で
す
）

〈
国
民
健
康
保
険 

温
泉
セ
ン
タ
ー 

割
引
利
用
券
の
配
布
〉

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
、

左
表
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合

に
、
割
引
利
用
券
を
配
布
し
ま

す
。

割
引
利
用
期
限　

平
成　

年
３
月

２８

　

日
３１必

要
書
類　

国
民
健
康
保
険
証

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

申
請
・
問
合
先　

保
険
年
金
課
国

保
給
付
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

国
民
健
康
保
険
各
種
制

国
民
健
康
保
険
各
種
制
度度

所在地・問合先割引後利用料金定休日営業時間施設名

西多摩郡檜原村２４３０
☎０４２−５９８−６７８９

１日＝大人４５０円、
小学生２１０円、未就
学児は無料

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日）

午前１０時～午後７時
（土曜・日曜・祝日
は午後８時まで）

檜原温泉センター
「数馬の湯」

西多摩郡奥多摩町氷川
１１９−１
☎０４２８−８２−７７７０

２時間＝大人４００円、
小学生２００円。超過
１時間につき、大人
のみ２００円。未就学
児は無料

毎週月曜日
（祝日の場
合は翌日）

午前９時３０分～午後
８時（７月～９月は
午後９時３０分まで、
１２月～３月は午後７
時まで）

奥多摩温泉
「もえぎの湯」

あきる野市乙津５６５
☎０４２−５９５−２６１４

３時間＝大人６００円、
小学生２００円。超過
１時間につき、大人
２００円、小学生１００円。
未就学児は無料

３月、６月、
９月、１２月
の第２水曜
日

午前１０時～午後１０時秋川渓谷
「瀬音の湯」

西多摩郡日の出町大久
野４７１８
☎０４２−５９７−１１２６

３時間＝大人６２０円、
小学生２１０円。超過
１時間につき、大人
のみ２１０円

第３火曜日
（祝日の場
合は翌日）

午前１０時～午後８時ひので三ツ沢
「つるつる温泉」

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
と
そ
れ

に
伴
う
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
平
成　

年
度
分
か
ら
原
動

２７

機
付
自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
な
ど

の
税
率
を
引
き
上
げ
る
予
定
で
し

た
が
、
時
期
が
１
年
延
長
さ
れ
、

平
成　

年
度
分
か
ら
税
率
を
引
き

２８

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先　

市
民
税
課
諸
税
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
０
）

０４２

３８７

 　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の

あ
る
方
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
方
が
軽
自
動
車

等
を
所
有
し
、
そ
の
車
が
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

る
と
き
（
常
時
介
護
者
が
運
転
す

る
場
合
も
含
む
）
は
、
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
書
類
等
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
方
が
所
有
ま
た
は
使
用
し
、
関

係
官
庁
の
証
明
を
受
け
た
と
き
、

ま
た
は
災
害
に
よ
り
多
大
な
損
害

を
被
っ
た
場
合
等
に
は
軽
自
動
車

税
の
減
免
制
度
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
５
月　
１１

日
（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。

申
請
期
限　

５
月　

日
（
月
）

２５

申
請
書
類
等　

納
税
通
知
書
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転
免
許

証
、
印
鑑

申
請
・
問
合
先　

市
民
税
課
諸
税

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
０
）

３８７

 　

子
ど
も
の
遊
び
場
不
足
を
補

軽
自
動
車
税
の
減
免

該
当
す
る
方
は
申
請
を

休
日
校
庭（
遊
び
場
）開
放

い
、
安
全
で
広
い
遊
び
場
を
確
保

す
る
た
め
、
市
立
小
学
校
の
校
庭

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

開
放
中
は
、
校
庭
開
放
指
導
員

が
遊
び
の
指
導
や
安
全
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
な

ど
の
遊
具
も
備
え
て
い
ま
す
。

開
放
日　

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

（
振
替
休
日
を
含
む
）
お
よ
び

冬
・
春
休
み
期
間

※　

年
末
年
始
、
夏
休
み
期
間
、

　

月
～
翌
年
３
月
の
土
曜
・
日

１２曜
・
祝
日
（
冬
・
春
休
み
期
間

を
除
く
）
は
開
放
し
ま
せ
ん
。

※　

学
校
行
事
等
で
開
放
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
放
時
間　

▽
３
～　

月
＝
午
後

１０

１
時
～
５
時　

▽　

月
＝
午
後
１

１１

時
～
４
時　

分　

▽
冬
休
み
期
間

３０

＝
午
後
０
時　

分
～
４
時

３０

対　

象　

幼
児
と
保
護
者
、
小
・

中
学
生

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 
【
職
場
の
健
康
保
険
に

　

加
入
し
た
と
き
】

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

は
、　

日
以
内
に
喪
失
の
届
け
出

１４

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
世
帯
主
の
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
証
と
国
民
健
康

保
険
証
の
両
方
を
持
っ
て
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
窓
口
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
（
５
月
の
休
日
窓
口
開
設

日
は
２
面
に
掲
載
）

　

な
お
、
郵
送
で
も
届
け
出
が
で

き
ま
す
の
で
、
職
場
の
保
険
証
の

写
し
と
国
民
健
康
保
険
証
の
両
方

を
係
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
に

　

あ
っ
た
と
き
】

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ

っ
て
け
が
を
し
た
と
き
に
、
国
民

国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
場
合

は
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
国
保
給
付
係
に
あ
り
ま

す
）

　

国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け

る
と
、
市
が
医
療
機
関
へ
治
療
費

の
７
割
（
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
７
割
～
９
割
）
を
一

時
的
に
立
て
替
え
、
届
け
出
を
も

と
に
被
害
者
の
方
に
代
わ
っ
て
市

が
後
日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
。

　

加
害
者
不
明
の
場
合
な
ど
で

も
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま

せ
た
り
す
る
と
、
そ
の
事
故
に
つ

い
て
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
の

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
等　

国
民
健
康
保
険

証
、
印
鑑
、
交
通
事
故
証
明
書

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

届
出
・
問
合
先　

保
険
年
金
課
国

保
給
付
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住

１８４

所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階

☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

 　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
葬
祭
費
を

支
給
し
ま
す
。

対　

象　

葬
祭
を
行
っ
た
方

支
給
額　

５
万
円

申
請
書
類
等　

印
鑑
、
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
、
申
請
者
が

葬
祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書

類
（
領
収
書
等
）
、
通
帳
な
ど
振

込
先
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
の
場
合
は
通
帳
が
必
要
で

す
）

問
合
先　

保
険
年
金
課
高
齢
者
医

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

療
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
４
）

０４２

３８７

 　

保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
は
、
２
年
１

か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
失
業
・
災

害
等
を
理
由
と
し
た
免
除
申
請

（
特
例
免
除
）
は
、
失
業
等
の
事

実
の
発
生
し
た
翌
々
年
の
６
月
ま

で
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

立
川
年
金
事
務
所
（
☎

　

儿　

儿
０
３
５
２
）
、
市
保
険

０４２

５２３

年
金
課
国
民
年
金
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
４
４
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例

申
請
期
間
は
２
年
１
か
月
前

ま
で
で
す

原
動
機
付
自
転
車
や

二
輪
車
な
ど
の

税
率
の
引
き
上
げ
が

延
期
に
な
り
ま
し
た
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　環境配慮住宅型研修施設は、地球温暖化
をはじめとする環境学習に利用していただ
くための施設で、環境学習用に研修室が置
かれています。
　施設内には建物のさまざまなエコの仕組
みが分かる展示があります。
所在地　貫井南町３−２−１６
開館時間　午前９時～午後９時（毎週火曜
日は休館）
施設の使用料・定員
渇　研修室１（１４.９１㎡）＝１時間当たり
２００円。定員１０人
渇　研修室２（１８.２２㎡）＝１時間当たり

２５０円。定員１０人
申　込　ご利用日の２か月前の月の１０日～
前日に、直接、環境政策課（市役所第二庁
舎４階☎０４２−３８７−９８１７）へ。

環境配慮住宅型研修施設
「環境 楽  習 館」

がく しゅうご利用
ください
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%
%
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　社会保障・税番号制度の導入に伴
い、平成２７年１２月をもって、住民基
本台帳カード（以下、住基カード）
の発行・更新を終了します。
　平成２８年１月以降は個人番号カー
ドの交付を開始する予定ですので、
住基カードの新規発行・更新は用途
に応じて申請してください。なお、
住基カードの交付終了日については
改めて市報でお知らせします。
【住基カードをお持ちの方へ】
　平成２７年１２月までに発行した住基
カードは有効期限まで使用できま
す。ただし、住基カードと個人番号
カードを両方所有することはできま
せんので、個人番号カードを取得す
る際に住基カードは返納していただ
きます。
【電子証明書の取り扱い】
　住基カードに新たな公的個人認証

（電子証明書）を搭載することや更
新についても平成２７年１２月をもって
終了します。住基カードを利用した
電子証明書は、有効期限まで使用で
きますが、平成２８年１月以降、電子
証明書を新規発行・更新をする場合
は個人番号カードに切り替える必要
があります。
　なお、個人番号カードには電子証
明書が標準搭載されます。
【個人番号カードについて】
　個人番号カードは、ＩＣチップを
搭載しての発行が予定されており、
公的機関が発行した本人確認書類と
してご利用いただけます。
　個人番号カードの機能や取得方法
は改めて市報でお知らせします。
問合先　市民課市民係（☎０４２−３８７
−９８３０）

　

家
屋
の
増
改
築
や
修
繕
、
耐
震

補
強
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
造
、
太

陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置
を
す
る

と
き
、
そ
の
資
金
の
一
部
の
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
融
資
あ
っ
せ

ん
予
定
者
を
決
定
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持

っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内　

容

▽　

金
額
＝
工
事
見
積
額
の　

％
８０

以
内
で
、　

万
円
～　

万
円

３０

４００

（
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
備

は
、　

万
円
～　

万
円
）

１０

４００

▽　

貸
付
利
率
＝
年
２
・
８
５
％

（
市
が
貸
付
利
率
の
２
分
の
１

相
当
の
金
額
を
利
子
補
給
し
ま

す
の
で
、
本
人
負
担
は
１
・
４

２
５
％
と
な
り
ま
す
）

▽　

返
済
＝
元
利
均
等
償
還
で
、

借
入
額
に
応
じ
て
、　

年
以
内

１０

に
返
済

条　

件

▽　

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、

増
改
築
す
る
家
屋
の
所
有
者

で
、
同
居
家
族
の
た
め
の
増
改

築
で
あ
る
こ
と

▽　

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
▽　

償
還
で
き
る
収
入
・
資
産
が

あ
る
こ
と

▽　

借
地
権
者
の
場
合
、
土
地
所

有
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
こ
と

▽　

連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

▽　

工
事
が
平
成　

年
２
月
末
ま

２８

で
に
完
了
す
る
こ
と

必
要
書
類　

融
資
あ
っ
せ
ん
申
込

書
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
配
布

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
、
土
地
お
よ
び
家

屋
の
評
価
証
明
書
、
工
事
見
積
書

な
ど
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

必
要
書
類
を
添
え
て
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ
。

３８７

 　

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、
ま

ち
全
体
を
災
害
に
強
い
構
造
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
に

備
え
て
自
分
の
住
宅
の
耐
震
診
断

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
耐
震
補

強
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
耐
震
診
断
費
用
の
助
成
】

　

市
内
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
要
し
た

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
相
談

カ
ー
ド
の
提
出
が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物　

昭
和　

年
５６

５
月　

日
以
前
に
着
工
し
た
市
内

３１

に
存
す
る
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

で
、
自
己
の
所
有
で
現
に
自
ら
の

住
居
と
し
て
使
用
し
て
い
る
住
宅

助
成
金
額　

５
万
円
を
上
限
に
、

耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２
以
内

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

【
耐
震
改
修
費
用
の
助
成
】

　

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
の
所
有

者
が
耐
震
診
断
を
行
い
、
診
断
に

基
づ
き
耐
震
改
修
を
行
う
場
合

に
、
改
修
に
要
し
た
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
事
前
の
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物　

耐
震
診
断

を
行
っ
た
結
果
、
現
行
の
耐
震
基

準
に
適
合
し
な
い
住
宅
で
、
市
の

定
め
る
基
準
に
適
合
し
た
耐
震
改

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・

改
修
費
用
助
成

修
を
行
っ
た
住
宅

助
成
金
額　
　

万
円
を
上
限
に
、

３０

耐
震
改
修
費
用
の
３
分
の
１
以
内

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

調
査
機
関　

㈳
東
京
都
建
築
士
事

務
所
協
会
南
部
支
部
の
会
員
お
よ

び
東
京
都
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事

務
所
登
録
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ

く
耐
震
診
断
事
務
所
を
指
定
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他　

▽
申
請
受
付
は
平
成　
２８

年
３
月　

日
ま
で
で
す
。
▽
申
請

３１

額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
▽
助
成

金
の
交
付
は
、
同
一
の
住
宅
に
対

し
て
耐
震
診
断
・
改
修
各
１
回
を

限
度
と
し
ま
す
。
▽
助
成
金
の
交

付
は
、
耐
震
診
断
・
改
修
の
完
了

後
と
な
り
ま
す
。
▽
耐
震
改
修
を

し
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。
▽
こ
の
ほ
か

に
も
助
成
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

  　

木
造
住
宅
の
安
全
に
対
す
る
不

安
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
耐
震

性
の
向
上
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
、
耐
震
性
等
の
相

談
を
行
い
ま
す
。

相
談
日
時　

原
則
第
２
木
曜
日
午

後
１
時　

分
～
４
時　

分
（
１
件

３０

３０

１
時
間
以
内
）

相
談
場
所　

市
役
所
第
二
庁
舎
５

階　

会
議
室

５０１
相
談
内
容　

▽
構
造
一
般
相
談　

▽
耐
震
性
相
談
（
主
に
設
計
の
妥

当
性
の
確
認
）
▽
図
面
お
よ
び
計

算
書
の
再
確
認
等

木
造
住
宅
耐
震
相
談

対　

象　

市
内
在
住
で
、
市
内
に

木
造
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
方

相
談
員　

㈳
東
京
都
建
築
士
事
務

所
協
会
南
部
支
部
会
員

申　

込　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
住
宅
係
（
市
役
所

第
二
庁
舎
５
階
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

６
１
）
へ
。

 　

市
で
は
、
面
積
が　

平
方
㍍
以

５００

上
の
農
地
等
を　

年
以
上
継
続
し

３０

て
営
農
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
件
に
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
う

え
で
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
生
産
緑
地
法
の

行
為
制
限
が
解
除
さ
れ
た
農
地
で

も
、
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
再

指
定
で
き
ま
す
。

　

農
地
等
の
指
定
（
既
存
生
産
緑

地
地
区
へ
の
追
加
を
含
む
）
を
希

望
す
る
方
は
、
調
査
等
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
事
前
に
連

絡
の
う
え
、
環
境
政
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

相
談
期
間　

５
月
７
日
（
木
）
～

　

日
（
月
）
午
前
８
時　

分
～
正

１８

３０

午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

問
合
先　

環
境
政
策
課
緑
と
公
園

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

雨
水
の
積
極
的
な
有
効
利
用
と

節
水
活
動
を
目
的
と
し
て
、
雨
水

貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
等
）
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　

な
お
、
一
度
の
申
請
で
２
基
ま

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
後
、

３
年
間
は
申
請
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
を
利
用
す
る
方
は
、
購

入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象　

▽
市
内
で
所
有
ま
た

生
産
緑
地
の
指
定
申
請
の

事
前
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

住宅増改築資金
融資あっせん
制度を
ご利用ください

社会保障・税番号制度の導社会保障・税番号制度の導入入
に伴う住民基本台帳カードに伴う住民基本台帳カードのの
取り扱いについ取り扱いについてて

は
利
用
す
る
建
物
に
、
雨
水
貯
留

施
設
を
購
入
し
設
置
し
た
方　

▽

市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

補
助
金
額　

貯
留
施
設
本
体
の
購

入
金
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

金
額
で
、
３
万
円
を
上
限
と
し
ま

す
。
（　

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

１０

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
生
け
垣
を
造
成
す
る
場

合
、次
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

造
成
す
る
生
け
垣
は
、
長
さ
３

㍍
以
上
で
高
さ
が
１
㍍
以
上
あ

り
、
幅
員
４
㍍
以
上
の
道
路
ま
た

は
幅
員
４
㍍
未
満
の
道
路
で
道
路

の
中
心
か
ら
２
㍍
後
退
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
助
成
内
容
】

　

新
た
に
造
成
す
る
生
け
垣
は
、

１
㍍
に
つ
き
、
造
成
費
の
２
分
の

１
（
限
度
額
１
万　

円
）
の
奨
励

５００

生
け
垣
造
成
奨
励
金
を
交
付

災
害
に
も
強
い

生
け
垣
を
お
勧
め
し
ま
す

金
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１

戸
あ
た
り
の
限
度
額
は
、　

万
円

２１

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
取
り

壊
し
て
生
け
垣
を
造
成
す
る
場

合
、
１
㍍
に
つ
き
、
造
成
費
の
２

分
の
１
（
限
度
額
１
万
５
千
円
）

の
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
１
戸
当
た
り
の
限
度
額
は
、

　

万
円
と
し
ま
す
。

３０
　

造
成
ま
た
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

取
り
壊
し
を
行
う
際
は
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
先　

環
境
政
策
課
緑

と
公
園
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４

階
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

市
内
の
一
部
地
域
の
下
水
道
管

の
調
査
と
雨
水
ま
す
の
清
掃
を
実

施
し
ま
す
。

　

作
業
員
は
、
市
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
、
腕
章
を
着

用
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

下
水
道
施
設
の
調
査
お
よ
び

清
掃
を
実
施
し
ま
す

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間　

５
月
～　

月
１０

問
合
先　

下
水
道
課
工
務
維
持
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
６
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
市
職
員
の
「
ノ
ー
上
着
・
ノ

ー
ネ
ク
タ
イ
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
事
務
室
等
の

室
内
温
度
は　

度
を
目
安
に
設
定

２８

し
、
勤
務
中
の
服
装
は
暑
さ
を
し

の
ぎ
や
す
い
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　

５
月
１
日
（
金
）
～

　

月　

日
（
土
）

１０

３１

実
施
場
所　

市
庁
舎
お
よ
び
市
の

施
設

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

市
職
員
の
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
運
動
を

実
施
し
ま
す



27・5・15

 　

男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化

し
た
表
現
、
対
等
で
な
い
表

現
、
外
見
な
ど
を
不
要
に
強
調

し
た
表
現
は
、
人
々
に
不
快
感

を
与
え
た
り
、
差
別
や
偏
見
の

助
長
、
固
定
的
な
考
え
方
の
押

し
つ
け
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
の
表
現
の
手
引
」

を
作
成
し
、
市
の
刊
行
物
で
適

切
な
言
葉
や
表
現
を
使
用
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
に
あ
ふ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
け
止
め
る

際
に
は
、
男
女
平
等
と
な
っ
て

い
る
情
報
か
を
主
体
的
に
読
み

解
き
、
適
切
に
選
択
し
、
使
い

こ
な
す
力
（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
）
が
必
要
で
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
多
様
な
個
性
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

 　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

の
促
進
に
係
る
会
議
等
に
参
加

す
る
市
民
の
方
々
に
、
参
加
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
申

込
用
紙
等
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

男
女
平
等
に
配
慮

男
女
平
等
に
配
慮
しし

た
表
現
と
メ
デ

た
表
現
と
メ
デ
ィィ

ア
・
リ
テ
ラ
シ

ア
・
リ
テ
ラ
シ
ーー

国
内
研
修
事
業

国
内
研
修
事
業
のの

参
加
者
を
募

参
加
者
を
募
集集

対
象
と
な
る
会
議
等　

東
京
都

お
よ
び
東
京
都
に
隣
接
す
る
地

域
で
開
催
す
る
、
内
閣
府
、
東

京
都
（
男
女
平
等
参
画
課
、
少

子
社
会
対
策
部
計
画
課
、
労
働

相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
）
ほ
か
、

各
種
団
体
の
男
女
共
同
参
画
に

係
る
研
修

応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

▽　

当
該
研
修
を
実
施
す
る
日

現
在　

歳
以
上
で
、
市
内
に

１８

２
年
以
上
居
住
す
る
方

▽　

男
女
平
等
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
に
関
心
を
持
ち
、
地

域
活
動
お
よ
び
市
行
事
に
積

極
的
に
参
加
で
き
る
方

参
加
費
補
助
の
内
容　

開
催
地

ま
で
の
旅
費
、
会
議
に
参
加
す

る
た
め
の
諸
経
費
の
２
分
の
１

 　

男
女
共
同
参
画
室
で
は
次
の

冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所　

企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
、
図
書
館
本
館
・

各
分
室
、
公
民
館
各
館
ほ
か

【
第　

回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

２８
記
録
集
】

　

昨
年　

月
に
行
わ
れ
た
、
男

１１

女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト

「
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
」
の
内

容
を
記
録
集
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。

【
情
報
誌
「
か
た
ら
い
」　

号
】

４１

　
「
か
た
ら
い
」
は
、
市
民
編
集

委
員
と
協
働
で
企
画
・
執
筆
・

編
集
し
て
い
る
冊
子
で
す
。
今

号
は
特
別
企
画
「
お
や
じ
か
ら

子
ど
も
た
ち
へ　

遊
び
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
」
な
ど
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

ご
覧
く
だ
さ

ご
覧
く
だ
さ
いい

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
室室

発
行
冊

発
行
冊
子子

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

 　

市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備

室
で
は
、
市
民
協
働
推
進
員
２
人

を
配
置
し
、
市
民
協
働
の
推
進
の

た
め
の
諸
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
民
協
働
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
方
や
携
わ
っ
て
み
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

開
所
日
時　

木
曜
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
午
前
８
時　

分
～
正
午
、

３０

午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
（
福

祉
会
館
２
階
）

主
な
業
務

▽　

市
民
協
働
・
市
民
活
動
等
の

相
談
（
行
政
と
協
働
し
た
事
業

の
実
施
、
市
民
活
動
を
行
う
う

え
で
の
課
題
や
悩
み
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
設
立
に
つ
い
て
な
ど
）

▽　

市
民
活
動
団
体
等
と
行
政
の

間
や
、
市
民
活
動
団
体
相
互
間

の
協
働
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

▽　

市
民
協
働
・
市
民
活
動
に
つ

い
て
の
調
査
活
動
、
情
報
の
収

集
・
発
信

▽　

市
民
協
働
に
関
連
す
る
行
事

等
へ
の
参
加
・
協
力

▽　

市
民
協
働
の
推
進
に
向
け
た

仕
組
み
等
の
検
討

▽　

市
民
活
動
団
体
リ
ス
ト
の
管

理
問
合
先　

市
民
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
準
備
室
（
☎　

儿　

儿
７
７
６

０４２

３８５

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
協
働
支
援

セ
ン
タ
ー
準
備
室

都
営
住
宅

都
営
住
宅
のの

入
居
者

入
居
者
をを

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

め
、
引
き
続
き
今
年
度
も
開
放
を

中
止
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
施
設
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
１
）

３８７

 　

助
産
師
さ
ん
を
囲
ん
で
お
話
し

し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月
５
日
（
金
）
午
後

２
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
練
習
室
２
・
３

赤
ち
ゃ
ん
の
集
ま
り

対　

象　

０
歳
児
と
保
護
者

定　

員　
　

組
（
多
数
抽
選
）

１５

申　

込　

５
月　

日
ま
で
に
、
電

２１

話
ま
た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１

０４２

３２１

４
１
＝
月
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

へ
。

 

７
）

 　

資
源
の
節
約
、
ご
み
の
減
量
の

た
め
、
家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
不
用
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

対
象
品　

家
具
、
電
気
製
品
、
一

般
機
器
、
幼
児
用
品
な
ど
で
破
損

し
て
い
な
い
も
の

利
用
方
法　

直
接
、
経
済
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド
を

不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し

て
紹
介
し
ま
す
（
掲
示
は
４
か
月

間
）
。
当
事
者
間
で
直
接
交
渉

し
、
交
渉
が
成
立
し
た
場
合
は
、

不
用
品
交
換

常
設
コ
ー
ナ
ー

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※　

市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま

す
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  　

第
一
小
学
校
の
開
放
会
議
室

は
、
教
室
と
し
て
使
用
す
る
た

第
一
小
学
校
の
開
放
会
議

室
の
開
放
を
中
止
し
ま
す

募
集
内
容

▽　

家
族
向
け
・
単
身
者
向
け

（
一
般
募
集
住
宅
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
多
子
世
帯

向
け
）

▽　

若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

申
込
書
配
布
期
間　

５
月
７
日

（
木
）
～　

日
（
金
）

１５

申
込
書
配
布
場
所　

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施
設
管

理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す
る
ほ

か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.to
-k
o
u
sy
a
.

o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
、
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

１９

ま
で
に
、
郵
送
で
渋
谷
郵
便
局

へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
募
集
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

＝
５
月

０１０

８１０

７
日
～　

日
、
☎　

儿
３
４
９
８

１５

０３

儿
８
８
９
４
）
、
市
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
住
宅
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
６
１
）

　

図
書
館
に
来
館
し
た
お
子
さ
ん

に
、
図
書
館
か
よ
い
袋
を
１
人
１

枚
差
し
上
げ
ま
す
。

　

図
書
館
を
ご
利
用
の
際
に
お
使

い
く
だ
さ
い
。

配
布
期
間
・
場
所　

５
月
２
日

（
土
）
か
ら
、
図
書
館
本
館
・
各

分
室
で
。

対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
校
１

年
生

そ
の
他　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

問
合
先　

図
書
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
３
８
）

３８３

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

図
書
館
か
よ
い
袋
を
配
布
し
ま
す

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　６月６日（土）にＪＲ武蔵小金井駅南口コミュニティ広
場（フェスティバルコート）で開催する黄金井名物市で
は、次の内容を募集します。
〈①夢のコガネティプラン〉
　テーマに沿って皆さんの考えた「夢のコガネティ（小
金井＋コミュニティ）プラン」を当日会場で展示します。
テーマ　「もしも小金井の線路下の土地を自由に使える
としたら、あなたなら何を作りますか？」をテーマに、
利用方法について、水族館、映画館など、自由なアイデ
アを提案してください。
作　品　Ａ４またはＡ３の紙にプランのイメージ図や場
所・土地の大きさとその説明を記入してください。
作品の取り扱い　渇応募していただいた全作品は、黄金
井名物市の会場で展示します。渇作品は返却しません。

その他　優秀作品入賞者５人には、賞品を差し上げま
す。
〈②クラフト市の出展者〉
　手作り作品の展示および販売を行います。
出展規模　テントのテーブル１区画（縦４５㎝×横１８０㎝）
出展料　１区画につき３,０００円
対　象　市内在住・在勤の方
その他　出展の可否は実行委員会で決定します。

−◇共　通◇−
応募方法　①５月２９日（必着）までに作品を添えて、②
５月１５日（必着）までに展示内容とともに、住所・氏
名・電話番号を、郵送、Ｅメールまたは直接、商工会へ。
問合先　商工会（〒１８４−００１３前原町３−３３−２５☎０４２−
３８１−８７６５死kogasci@sepia.ocn.ne.jp）

第15回黄金井名物市
夢のコガネティプランとクラフト市出展者を募集

　４月３日～５日に、都立小金井公園で第
６１回小金井桜まつりが開催されました。
　あいにくの天気で、郷土芸能やジャズオ
ーケストラなどさまざまな催し物のうち一
部が中止となってしまいましたが、多くの
方が春のひとときを楽しみました。

第61第61回回
小金井桜まつり小金井桜まつりがが
開催されまし開催されましたた
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子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
緊
急
時
）

　

☎　

儿　

儿
３
７
１
１
＝
月
曜
〜

０４２

４６７

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
４５

分
▽
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
緊
急
時
）

　

☎　

儿
５
９
３
７
儿
２
３
３
０

０３

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

表１　所得制限限度額
児童育成手当

（育成手当・障害手当）
平成２６年中の

税法上の扶養人数
３６８万４千円０人
４０６万４千円１人
４４４万４千円２人

以降１人増すごとに３８万円を加算
※　社会保険料控除分（一律８万円）を
含む金額です。

※　所得額＝収入から必要経費などを差
し引いた額（給与所得者の場合は給与
所得控除後の金額）です。

※　このほか各種控除（医療費控除、寡
婦控除、障害者控除等）を所得額から差
し引くことができる場合があります。

表２　支給対象等
申請に必要なもの手当の額（月額）対　象区分

保護者と児童の
戸籍謄本　ほか

▷印鑑　▷申請者名
義の金融機関の口座
番号　▷平成２７年１
月２日以降に転入し
た方は、１月１日に
住んでいた市区町村
発行の平成２７年度課
税（所得）証明書

児童１人につき
１３,５００円

平成９年４月２日以降に生まれた児童
を養育しているひとり親家庭などの方
（父または母が重度の障がいを有する
家庭を含む）

育
成
手
当

児
童
育
成
手
当
（
※
）

愛の手帳、身体
障害者手帳また
は指定の医師の
診断書　ほか

児童１人につき
２５,０００円

２０歳未満の心身に障がい（愛の手帳１
～３度程度、身体障害者手帳１・２級
程度、脳性まひまたは進行性筋萎
（い）縮症など）がある児童を養育し
ている方

障
害
手
当

※　児童福祉施設などに入所している児童を除きます。

児童育成手当 新規申請は５月中に

　児童育成手当は、６月支給分から審査対象所得の年度が
変わり、平成２６年中の所得で審査します。
　平成２５年中の所得が所得制限限度額を超えていた方も、
６月分以降は受給できる場合があります。市内在住で、平
成２６年中の所得が表１の所得制限限度額未満の保護者の方
は、申請してください。
　支給対象などは表２のとおりです。
　手当は、原則、申請受付日の翌月分から支給します。６
月分から受給するためには、５月３１日までに申請手続が必
要です。申請方法等、詳しくはお問い合わせください。
　なお、現在支給されている方は、申請する必要はありま
せん。
問合先　子育て支援課手当助成係（☎０４２−３８７−９８３９）

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

大腸がん検大腸がん検診診
と　き　５月１５日（金）～６月３０日（火）
ところ　市内契約医療機関（下表）
内　容　免疫学的便潜血検査法（２日間の

採便）
対　象　平成２８年３月３１日現在４０歳以上の

方
費　用　無料
申込方法　直接、市内契約医療機関（◆は

要予約）へ。
問合先　健康課

※　表中、電話番号は市外局番０４２を省略しています。

電　話医療機関名町　名
０４２２－
３１－１２２０

菊地脳神経外科・整
形外科

東　町

３８０－９０８０新こがねい呼吸器内
科

３８４－０８４７松本内科医院
３８０－５５１０さいとう医院
３８１－３１２２篠田医院
３８２－１７１５うちやまクリニック

３８２－３８８８東小金井さくらクリ
ニック

０４２２－
５６－８６３０東小金井クリニック

梶野町 ３８３－２０７８久滋医院
０４２２－
５３－５６６６くろだ内科医院（◆）

３８５－２２７２大見医院

電　話医療機関名町　名
４０１－１８６０かわべ内科クリニック

緑　町 ３８４－５４２１待山医院
３８１－１４６２山崎内科医院
３８３－３９６６伊東内科医院
３８６－３３８６石川クリニック

中　町 ３８１－２２１９宮本内科医院
３８１－８４３３小沢医院
３８１－１７０２前原診療所前原町 ３８１－０９８７野村医院
３８１－１１１２和田クリニック

本　町

３８３－５５１１小金井太陽病院
３８１－２０８０佐藤クリニック
３８２－９１１１むさし小金井診療所
３８３－２２３２丸茂医院
３８１－３３４６小松外科胃腸科

３８５－７１０１友利内科クリニック
（◆）

３８４－１２１２清水医院（◆）
３８４－３４６１竹馬ビルクリニック
３８４－００８０武蔵小金井クリニック
３８４－３８８１加藤内科
４０１－６１５７ひらた循環器クリニック
３８３－５１１１共立診療所

３８６－３７３７小金井つるかめクリニ
ック

３８３－４１１１桜町病院桜　町 ３８２－５１０１小金井橋さくらクリニック
３８６－７２８８くろだ内科クリニック貫井北町
３８１－６６２７竹田内科クリニック貫井南町

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

と
は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際

し
、
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
の
臨
時
的
な
給
付
措

置
で
す
。

　

申
請
・
支
給
手
続
に
つ
い
て

は
、
現
在
準
備
中
で
す
。
具
体
的

な
申
請
方
法
・
受
付
期
間
な
ど
が

決
ま
り
次
第
、
改
め
て
市
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報

の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

市
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀

行
・
コ
ン
ビ
二
な
ど
の
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数
料
の

振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ

と
、
暗
証
番
号
を
聞
き
取
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
前

１６

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

〈
①
桜
町
病
院
〉

と　

き　

７
月
１
日
～
９
月　

日
３０

の
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午
後

※　

申
し
込
み
後
、
市
が
指
定
し

た
日
時
に
病
院
へ
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

桜
町
病
院

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

〈
②
小
金
井
つ
る
か
め 

ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

と　

き　

７
月
１
日
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
（
日
曜
日
を
除
く
。
月

３１

曜
・
水
曜
・
金
曜
日
は
午
前
の
み

実
施
）

と
こ
ろ　

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ

ニ
ッ
ク

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２００

〈
③
東
小
金
井
さ
く
ら 

ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

と　

き　

７
月
１
日
～
平
成　

年
２８

３
月　

日
の
水
曜
・
金
曜
日
の
午

３０

前と
こ
ろ　

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３２０

７
０
１
＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ
。

  　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

を
対
象
に
、
次
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
】

　

就
業
に
必
要
な
教
育
訓
練
講
座

を
受
講
す
る
場
合
、
受
講
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
】

　

就
職
に
有
利
な
資
格
（
国
家
資

格
）
を
取
得
す
る
た
め
、
修
業
期

間
２
年
以
上
の
養
成
機
関
で
修
学

す
る
場
合
、
一
定
期
間
の
経
済
的

支
援
を
し
ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３

０４２

３８７

６
） ひ

と
り
親
家
庭
の
就
業
訓

練
を
支
援
し
ま
す

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
乳
が
ん
検
診
希
望
」・
希
望
医

療
機
関
名
（
①
～
③
の
い
ず
れ

か
）・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
健
康
課
へ
。

問
合
先　

健
康
課
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
５
貫
井
北
町
５
儿　

儿　

）

１８

１８

 　

親
子
一
緒
に
、
簡
単
中
華
丼
と

デ
ザ
ー
ト
を
作
り
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
、　

２０

２７

（
土
）
午
前
９
時　

分
～
午
後
０

３０

時　

分
（
全
２
回
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

小
学
生
と
父
親

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  　

市
報
４
月　

日
号
５
面
に
掲
載

１５

の
「
平
成　

年
度
定
期
予
防
接
種

２７

事
業
」
の
記
事
中
、
麻
し
ん
・
風

し
ん
Ⅱ
期
の
接
種
対
象
年
齢
・
標

準
的
な
接
種
年
齢
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
平
成　

年
４
月
２

２１

日
～　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

２２

方
」
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

問
合
先　

健
康
課

親
子
健
康
教
室

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ
と

ふ
れ
あ
い
体
操

お
わ
び
と
訂
正

診
・
触
診
の
併
用
検
査
で
す
。

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２８

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２６

年
４
月
以
降
に
受
診
し
て
い
な
い

方
　

な
お
、
次
の
方
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
ま

た
は
手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ

に
立
つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心

臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し

て
い
る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た

方費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
に
納

入
）

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

受
診
時
に
、
健
康
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検

乳
が
ん
検
診診

子
育
て
世

子
育
て
世
帯帯

臨
時
特

臨
時
特
例例

給
付
金
に
つ
い

給
付
金
に
つ
い
てて
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歯
の
欠
損
と
修
復

　

歯
が
な
く
な
る
と
、
残
っ
て

い
る
周
囲
の
歯
は
そ
の 
隙 
き
間

す

を
埋
め
る
よ
う
移
動
し
ま
す
。

す
る
と
、
歯
と
歯
の
間
に
食
べ

物
が
挟
ま
り
や
す
く
な
り
、
か

み
合
わ
せ
が
変
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
数
の
歯

が
な
く
な
る
と
、
歯
の
支
え
が

な
く
な
り
、
口
元
の
外
見
が
崩

れ
て
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

唇
は
薄
く
平
た
く
見
え
、
口
元

は
寂
し
く
平
面
的
に
な
り
ま

す
。
下
あ
ご
周
辺
の
皮
膚
の
た

る
み
も
目
立
っ
て
き
ま
す
。

　

歯
の
欠
損
を
修
復
す
る
に

は
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

【
固
定
式
ブ
リ
ッ
ジ
】　

　

１
本
ま
た
は
複
数
の
失
っ
た

歯
の
隙
き
間
を
埋
め
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
、
取
り
外
せ
な
い

固
定
式
の
装
置
で
す
。
固
定
式

な
の
で
違
和
感
は
少
な
く
、
よ

く
か
め
、
見
た
目
も
自
然
に
な

る
の
が
利
点
で
す
。
た
だ
し
、

欠
損
部
の
両
脇
の
歯
の
表
面
を

削
っ
て
土
台
に
使
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

【
可
撤
式
部
分
義
歯
】

　

多
数
の
歯
を
失
っ
て
固
定
式

ブ
リ
ッ
ジ
で
は
修
復
で
き
な
い

場
合
に
は
、
取
り
外
し
式
の
部

分
入
れ
歯
で
修
復
で
き
ま
す
。

残
っ
た
歯
を
土
台
に
し
て
入
れ

歯
を
支
え
る
た
め
、
比
較
的
安

定
し
、
か
む
機
能
や
見
た
目
も

回
復
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
取

り
外
し
式
で
あ
る
た
め
違
和
感

に
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
総
義
歯
】

　

歯
を
全
部
失
う
と
、
取
り
外

し
式
の
総
入
れ
歯
で
か
む
機
能

と
見
た
目
を
修
復
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
歯
の
欠
損
の
新

し
い
修
復
法
と
し
て
、
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
保
険
診
療
の
適
用
外
で

す
。
１
本
か
ら
複
数
歯
の
欠
損

ま
で
、
固
定
式
の
入
れ
歯
で
修

復
で
き
る
た
め
、
違
和
感
な
く

良
く
か
め
る
の
が
利
点
で
す
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

あ
ご
の
骨
に
埋
め
込
む
外
科
手

術
が
不
可
欠
な
こ
と
、
お
よ
び

治
療
費
用
が
高
い
こ
と
が
欠
点

と
も
い
え
ま
す
。

　

小
金
井
歯
科
医
師
会

岩
田　

健
男

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

　市内で活動している同委員会は、「早寝早起き朝ごはん」運動を推進し、
子どもの生活習慣づくりに関して優れた活動を行っていることが評価さ
れ、３月１２日に
文部科学大臣表
彰を受賞しまし
た。
　３月２０日に市
長を表敬訪問
し、日ごろの取
組内容や表彰式
のようすなどを
報告しました。

食育ホームページ編集委員会食育ホームページ編集委員会がが
文部科学大臣表彰を受賞しまし文部科学大臣表彰を受賞しましたた

　

時
～
午
後
３
時

１０と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

内　

容　

握
力
、
上
体
起
こ
し
な

ど
６
種
目

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方

６０定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
悠
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
〒　
１８４

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

福

１５

１４

祉
会
館
内
☎　

儿　

儿
１
１
８

０４２

３８３

８
）
へ
。

 
と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

対　

象　

本
講
座
を
受
講
し
た
こ

と
が
な
い
方

そ
の
他　

参
加
者
に
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ
ま

す
。

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問合・申込先定　員ところと　き

小金井きた地域包括支援セン
ター（☎０４２－３８８－２４４０）

１０人程度
（申込順）

桜町高齢者在宅サービスセ
ンター（桜町１－９－５）５／１５（金）

小金井ひがし地域包括支援セ
ンター（☎０４２－３８６－６５１４）

１５人程度
（申込順）

特別養護老人ホーム　つき
みの園（中町２－１５－２５）　／２０（水）

小金井にし地域包括支援セン
ター（☎０４２－３８６－７３７３）

１５人程度
（申込順）公民館貫井北分館学習室Ａ　／２９（金）

※　時間はいずれも午後２時～３時３０分

　

小
金
井
歯
科
医
師
会
で
は
、
６

月
の
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」に
、

「
小
金
井
市
民
の
歯
と
口
の
健

康
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
７
日
（
日
）
午
前

　

時
～
正
午
、
午
後
１
時　

分
～

１０

３０

３
時　

分
（
フ
ッ
素
塗
布
の
受
け

３０

付
け
は
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

内　

容　

市
内
小
・
中
学
生
が
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
口 
腔 くう

健
康
診
断
（
受
診
者
に
は
歯
ブ
ラ

シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
、
歯
科
相

談
、
む
し
歯
予
防
処
置
（
フ
ッ
素

塗
布
＝
幼
児
～
小
学
生
）
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
、
口
臭
測
定
ほ
か

【
親
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
】

　

当
日
の
口
腔
健
康
診
断
で
む
し

歯
が
な
い
親
子
の
方
に
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

【
口
腔
が
ん
検
診
（
要
予
約
）
】

　

口
の
中
に
も
が
ん
は
で
き
ま

す
。
年
間
７
千
人
以
上
の
方
が 
罹 り

患
し
て
い
ま
す
。
一
度
受
診
し
た

方
も
、
こ
の
機
会
に
年
に
１
回
は

受
け
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１３０

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

  　

よ
く
あ
る
胃
の
症
状
と
、
そ
の

対
応
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま

す
。 健

康
講
演
会　

胃
の
病
気
に
つ
い
て

と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
後

１１

１
時
～
２
時　

分
３０

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階
保
健
会

場講　

師　

石
川
裕
之
さ
ん
（
市
医

師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

６
月
８
日
（
月
）
午
後

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

５
月
７
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し

て
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
話
、
沐

浴
実
習
等
を
学
び
ま
す
。
友
達
作

り
の
場
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
８
日
（
月
）
、　
１５

日
（
月
）
、　

日
（
金
）
午
前　

１９

１０

時
～
午
後
０
時　

分
３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
参
加
も
可
）

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

５
月
７
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

６
月
４
日
～　

日
の
毎

１８

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ

２４

１１

妊
婦
歯
科
健
診

両
親
学
級
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ス

（
平
日
３
日
間
コ
ー
ス
）

む
し
歯
予
防
教
室

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年
５
月
生

２６

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

５
月
７
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
修
了

し
、
一
定
要
件
を
満
た
す
方
に
受

講
料
等
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
・
申
込
期
限　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

▽　

市
内
在
住
で
、
研
修
修
了
後

６
か
月
以
内
に
市
内
の
介
護
保

険
事
業
者
に
就
労
し
、
３
か
月

以
上
継
続
し
て
勤
務
し
て
い
る

方
＝
就
労
開
始
後
６
か
月
以
内

▽　

市
内
の
介
護
保
険
事
業
者
に

３
か
月
以
上
継
続
し
て
勤
務
し

て
い
る
介
護
職
員
で
、
研
修
修

了
後
も
継
続
し
て
勤
務
す
る
方

（
市
外
在
住
の
方
も
可
）
＝
研

修
修
了
後
６
か
月
以
内

助
成
内
容　

受
講
料
等
（
テ
キ
ス

ト
代
、
消
費
税
含
む
。
補
講
料
等

追
加
払
い
分
は
除
く
）
の
２
分
の

１
（
上
限
３
万
円
。　

円
未
満
切

１００

り
捨
て
）

申
請
書
配
布　

介
護
福
祉
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
２
階
）
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　

▽
１
人
１
回
ま
で　

▽

他
の
給
付
制
度
と
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

 　

口
腔
体
操
や
口
腔
清
掃
、
栄
養

改
善
等
を
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士
・
管
理
栄
養
士
が
指
導
し
ま

す
。
よ
く
か
ん
で
飲
み
込
む
力
を

ア
ッ
プ
し
、
食
事
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

と　

き　

５
月　

日
～
６
月　

日

１８

２９

の
毎
週
月
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
費
用
の
助
成

栄
養
・
口 
腔 
機
能
向
上

く
う

お
口
か
ら

全
身
元
気
ア
ッ
プ
教
室

（
６
月
１
日
を
除
く
。
全
６
回
）

と
こ
ろ　

日
本
歯
科
大
学
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
東
町
４
儿　

儿　

）

４４

１９

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
初
め
て
参
加
す
る

方
を
優
先
し
ま
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

６
２
１
１
）
へ
。

 　

お
ふ
ろ
屋
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
児
童

と
の
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
菖
蒲
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

大
き
な
お
ふ
ろ
で
の
ん
び
り

と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

と　

き　

５
月
５
日
（
祝
）
午
後

４
時
～　

時
１１

と
こ
ろ　

ぬ
く
い
湯
（
貫
井
北
町

３
儿
４
儿
４
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
と
小
学
生
以
下
の
方

そ
の
他　

ご
利
用
の
際
は
、
当

日
、
浴
場
に
口
頭
で
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

  
と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
前

１８

お
と
し
よ
り
無
料
入
浴
デ
ー

 
菖
蒲  
湯 

し
ょ
う
ぶ 
ゆ

高
齢
者
の
体
力
測
定

小小
金金
井井
市市
民民
のの

歯歯
とと
口口
のの
健健
康康

小
金
井
市
民

小
金
井
市
民
のの

歯
と
口
の
健

歯
と
口
の
健
康康
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【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
】

　
「
ち
ょ
っ
と
手
助
け
が
必
要

な
方
」
と
「
ち
ょ
っ
と
手
助
け

し
た
い
方
」
を
結
ぶ
き
っ
か
け

を
つ
く
る
カ
ー
ド
で
、
市
内
在

住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
、
難
病
者
福
祉
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
に
配
付
し
て
い
ま

す
。
同
カ
ー
ド
に
は
、
適
切
な

支
援
方
法
や
、
必
要
な
配
慮
な

ど
の
情
報
を
記
載
で
き
ま
す
。

　

携
帯
に
便
利
な
カ
ー
ド
ホ
ル

ダ
ー
も
合
わ
せ
て
配
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
の
方
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
）
、
自
立
生
活
支
援
課

（
同
２
階
）
、
公
民
館
各
館
、

図
書
館
本
館
・
各
分
室
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
通
所
施
設
・
関

係
機
関

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
協
力
店
】

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
幅
広
く
周

知
す
る
目
的
で
、
各
商
店
街
の

ご
協
力
の
も
と
商
店
の
店
頭
等

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

　

専
門
的
な
支
援
は
お
店
で
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
ス
テ
ッ
カ
ー

掲
示
の
あ
る
お
店
は
「
障
が

い
・
難
病
に
理
解
の
あ
る
お

店
」
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
知
っ

て
い
る
お
店
」
で
す
。

【
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
店
募
集
】

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
周
知
す
る

た
め
、
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
店
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
幅
広
く
知

れ
渡
る
こ
と
で
初
め
て
機
能
す

る
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
等
詳
し
く
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん
く
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

!

#

"

$

%%%%%%%%%%%%%

%%%%%%%%%%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
ん

く
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
事
業
担
当

（
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
エ
ン
ジ
ョ
イ
ワ
ー
ク
・
こ

こ
ろ
内
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

６
死h

elp
card

 
   
    

.  rin
k@
gm

   
  
  

ail.co

      m  

）
、
自
立
生
活
支
援

課
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

８
）

〈
初
心
者
の
た
め
の
ハ
ー 

モ
ニ
カ
入
門
教
室
〉

と　

き　

５
月　

日
（
火
）
、
６

２６

月
２
日
（
火
）
、
９
日
（
火
）
、

　

日
（
火
）
、　

日
（
火
）
、
７

１６

２３

月
２
日
（
木
）
、
９
日
（
木
）
、

　

日
（
火
）
、
午
後
１
時
～
３
時

１４（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
５
階
保
健
会

場
ほ
か

講　

師　

妻
木
誠
二
さ
ん
（
音
楽

家
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

４０

そ
の
他　

Ｃ
調
復
音
ハ
ー
モ
ニ
カ

　

穴
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
希
望

２１者
に
は
教
室
で
直
接
販
売
し
ま

す
。
（
３
千　

円
）

７００

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

１１

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
「
ハ
ー
モ

ニ
カ
入
門
教
室
係
」
へ
。

〈
藤
井
先
生
と 

歌
い
ま
し
ょ
う
〉

と　

き　

６
月
１
日
、　

日
、　
１５

２９

日
、
７
月
６
日
、
い
ず
れ
も
月
曜

日
午
後
１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
本
館
視
聴
覚
室

講　

師　

藤
井
博
司
さ
ん
（
声
楽

家
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

６０

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

１１

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
「
藤
井
先

生
と
歌
い
ま
し
ょ
う
係
」
へ
。

 

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６０

方企
画
運
営　

高
齢
者
い
き
い
き
活

動
推
進
員

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒

　

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

１８４

１５

１４

☎　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

４
月
分
か
ら
の
手
当
月
額
が
、

特
別
障
害
者
手
当
は
２
万
６
千　
６２０

円
（
３
月
分
ま
で
は
２
万
６
千

円
）
、
障
害
児
福
祉
手
当
お
よ
び

経
過
的
福
祉
手
当
は
１
万
４
千　
４８０

円
（
３
月
分
ま
で
は
１
万
４
千　
１４０

円
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
支
給
す
る
第
１
期
分
は
、

２
～
４
月
分
で
す
。

振
込
日　

５
月
８
日
（
金
）

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
金
融
機
関

に
よ
っ
て
は
、
２
・
３
日
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▽
振
込
日
以
降
、
７
日
を
過
ぎ

て
も
振
り
込
み
が
な
い
場
合　

▽

口
座
や
住
所
、
ま
た
は
氏
名
を
変

更
し
た
場
合　

▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合　

▽
病
院
等
に
３
か
月
を

超
え
て
入
院
し
た
場
合

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

 　

障
が
い
の
あ
る
方
々
と
地
域
の

方
々
の
交
流
を
目
的
と
し
た
「
太

陽
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
各
種
の
催

し
を
企
画
・
実
行
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
団

体
・
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
合
先　

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
０
０
１
１
）

３８７

 　

ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
験
、
情
報
共
有
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）
午
前

２４

特
別
障
害
者
手
当
等
を

支
給
し
ま
す

太
陽
の
ひ
ろ
ば

実
行
委
員
募
集

家
族
介
護
教
室

介
護
者
の
ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

つ
き
み
の
園
（
中
町
２
儿　

儿
１５

　

）
２５対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
つ
き
み
の
園
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８６

５
１
１
）
へ
。

 
と　

き　

６
月
６
日
～
７
月　

日
１１

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

１８

で
、
身
体
障
が
い
の
あ
る
方

定　

員　

６
人
（
多
数
抽
選
。
初

め
て
の
方
を
優
先
）

申　

込　

５
月　

日
ま
で
の
午
前

２３

９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
に
、
直
接
、
障
害
者
地
域
自

立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８１

８
８
１
１
）
へ
。

  　

障
が
い
の
あ
る
方
々
と
地
域
の

方
々
が
交
流
し
な
が
ら
理
解
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
、
「
笑
う
」
と
い
う
動

作
を
体
操
に
し
た
健
康
法
で
あ
る

イ
ン
ド
発
祥
の
笑
い
ヨ
ガ
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
前

１３

　

時
～
午
後
２
時

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
北

障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

第
４
回
地
域
交
流
企
画

笑
い
ヨ
ガ
と
交
流
お
茶
会

町
ホ
ー
ル
、
学
習
室
Ａ
・
Ｂ

講　

師　

笑
い
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
「
笑

輝
」

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

参
加
費　
　

円
（
保
険
代
）

１００

申　

込　

５
月
１
日
～　

日
に
、

２９

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
☎　

儿　

儿
９
８
６
６ 
　

０４２

３８７

０４２

儿　

儿
７
７
６
５
死e.w

.co
co
l

３８０

o
@
b
z0
3
.p
lala.o

r.jp

）
へ
。

 
【
５
月
は
赤
十
字
の

　

活
動
資
金
募
集
運
動
月
間
】

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動

資
金
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
災

害
等
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
救

援
活
動
、
愛
の
献
血
、
福
祉
施

設
・
病
院
の
経
営
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
赤
十
字
事
業
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、　
３９７

万
９
千　

円
の
ご
協
力
を
い
た
だ

８６５

き
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
に
皆
さ
ん
の
善
意

を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
ご
自

宅
に
、赤
十
字
協
賛
委
員（
町
会
・

自
治
会
役
員
の
方
）
が
お
願
い
に

伺
い
ま
す
。
赤
十
字
事
業
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
赤
十
字
奉
仕
団
員
募
集
】

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
日
本
赤
十

字
社
に
お
け
る
奉
仕
者
組
織
の
一

員
と
し
て
、
地
域
社
会
に
即
し
た

諸
活
動
を
行
う
団
体
で
す
。

　

団
員
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
奉
仕
活
動
を
し
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

▽　

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
赤
十
字

Ｐ
Ｒ
活
動
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
実
施

▽　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の

各
種
奉
仕
活
動

FAX

日
本
赤
十
字
社

赤
十
字
事
業
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を

▽　

献
血
推
進
活
動

▽　

防
災
訓
練
へ
の
参
加
（
炊
き

出
し
な
ど
）

問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
小
金
井
市
地
区
事
務
局
（
地

域
福
祉
課
内
☎　

儿　

儿
９
９
１

０４２

３８７

５
）

 　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
身

障
害
者
（
児
）
団
体
お
よ
び
援
助

団
体
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

要
件
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

５
月　

日
（
金
）

２９

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

自
立
し
た
市
民
社
会
の
創
造
に

向
け
て
、
幅
広
い
分
野
の
市
民
活

動
団
体
を
応
援
す
る
助
成
金
の
交

付
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
（
児
）

援
護
事
業
助
成
金

さ
く
ら
フ
ァ
ン
ド
募
集

対　

象　

市
内
で
活
動
す
る
市
民

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
任
意

団
体
）

助
成
額　

１
団
体
に
つ
き
上
限　
１０

万
円
（
総
額　

万
円
ま
で
と
し
、

９０

審
査
会
で
決
定
し
ま
す
）

申
請
方
法　

５
月　

日
ま
で
に
、

３０

所
定
の
様
式
（
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直

接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
福
祉

会
館
２
階
☎　

儿　

儿
０
０
１

０４２

３８７

１
）

 
と　

き　

６
月
５
日
（
金
）
、　
１０

日
（
水
）
、　

日
（
木
）
午
前
８

１１

第　

回
ひ
と
り
ぐ
ら
し

８７
高
齢
者
交
流
会

儿
み
ど
り
号
で
行
く

　
武
田
信
玄
菩
提
寺（
恵
林
寺
）

　

ぶ
ど
う
の 
郷 さと

　

勝
沼
日
帰
り
旅
行

時　

分
～
午
後
５
時

３０
行
き
先　

恵
林
寺
、
ワ
イ
ン
資
料

館
、
ぶ
ど
う
の
国
文
化
館
ほ
か

対　

象　
　

中
央
本
線
北
側
在
住

ＪＲ

の　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

７０
※　

同
一
ま
た
は
隣
接
し
た
敷

地
・
建
物
内
に
配
偶
者
ま
た
は

２
親
等
以
内
の
血
族
が
居
住
し

て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

定　

員　

各
日　

人
３６

参
加
費　

２
千　

円
５００

そ
の
他　

以
前
参
加
し
た
方
に
は

案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
。

申　

込　

５
月　

日
ま
で
に
、
社

１９

会
福
祉
協
議
会
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８６

２
９
４
）
へ
。

 
◎
３
月
分

【
特
定
寄
付
】

◆
地
域
福
祉
の
た
め
に

▽
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
＝
ト
ヨ
タ
西

東
京
カ
ロ
ー
ラ
株
式
会
社

善善
意意
のの

輪輪

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルルルルルルル
プププププププププププププププププ
カカカカカカカカカカカカカカカカカ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

ヘ
ル
プ
カ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ご
紹
介
し
ま
す

%
%

%
%
%

　６５歳以上の要支援・要介護認
定を受けていない方に、健康づ
くりやもの忘れ予防に役立つ情
報のご案内や相談を行います。

（１人３０分程度）
とき・ところ等　下表のとおり
申　込　５月１日から、電話で
各地域包括支援センターへ。

介護予防相談会

ところ・申込先と　き対象地域

小金井みなみ地域包括支援
センター
（☎０４２−３８８−８４００）

５／１８（月）
１０：００〜１２：００

本町６丁目、前原
町、貫井南町

小金井にし地域包括支援セ
ンター
（☎０４２−３８６−７３７３）

　／２１（木）
１０：００〜１２：００

本町４・５丁目、桜
町２丁目、貫井北町

小金井ひがし地域包括支援
センター
（☎０４２−３８６−６５１４）

　／２１（木）
１３：３０〜１５：００

東町、中町、本町１
丁目

高
齢
高
齢
者者

い
き
い

　

い
き
い
きき

活
動
講

　
　

活
動
講
座座



27・5・19

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　民生委員・児童委員の日は、大正６年５月１２日
に民生委員制度の源となる済世顧問制度が誕生し
たことにちなみ、昭和５２年に創設されました。

〈民生委員・児童委員〉
　民生委員・児童委員は民生委員法および児童福
祉法により厚生労働大臣から委嘱を受けて、地域
の方々の相談窓口となり、行政や関係機関とのパ
イプ役を務めています。市には、現在６５人の民生
委員・児童委員がおり、それぞれの担当地区内で
活動しています。
　民生委員・児童委員の活動は、担当地域の住民
が抱える問題についての相談にのり、社会福祉の
制度やサービスについての情報提供や、住民の福

祉需要に応じたサービスが得られるように関係行
政機関などに連絡し、必要な対応を促します。
　なお、民生委員は児童福祉法による児童委員を
兼ねています。関係機関との連携や地域の子ども
の見守り等、児童福祉の向上にも努めています。
　担当地域が欠員の地区は、近隣の民生委員・児
童委員が相談を受けますので、地域福祉課へご連
絡ください。

〈主任児童委員〉
　主任児童委員は、子どもや子育てに関する支援
を専門に担当する民生委員・児童委員です。学
校、子ども家庭支援センター、児童相談所等と連
携して、児童福祉の向上に努めています。

〈民生・児童委員協力員〉
　民生・児童委員協力員は、民生委員・児童委員
とともに地域を見守り、地域福祉の向上に努めて
います。

〈民生委員・児童委員PRイベント〉
　皆さんの身近な相談相手である民生委員・児童
委員の活動を紹介します。
と　き　５月２３日（土）午前１０時〜午後３時
ところ　小金井　宮地楽器ホール（小金井市民交

流センター）マルチパーパススペース
問合先　地域福祉課地域福祉係（☎０４２－３８７－
９９１５）

５月１２日は民生委員・
児童委員の日 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委民生委員・児童委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員民生委民生委員員・・児童委児童委員員

電　話担当者担当地区（北部）
欠　員梶野町１丁目
０４２２−３７−２０５４櫻井ゆかり　〃　２丁目
欠　員　〃　３丁目

欠　員　〃　４丁目１〜７・１２〜１４
番

欠　員　〃　４丁目８〜１１・１５〜２１
番

０４２−３８１−５８３８吉野満知子　〃　５丁目
欠　員桜町１丁目１・２・９〜１２番
０４２−３８５−３５４２箭本敏之 〃 １丁目３〜８・１３〜１５番
０４２−３８１−６０４３尾崎庸子 〃 ２・３丁目
０４２−３８１−１４７０鴨下公夫緑町１丁目
欠　員 〃 ２丁目１〜１０・１５番
０４２−３８３−１９４１村上照子 〃 ２丁目１１〜１４・１６・１７番
０４２−３８４−８８７３山中文子 〃 ３丁目１〜３・１１〜１５番
欠　員 〃 ３丁目４〜１０番
０４２−３８５−２７２０志村惠子 〃 ４丁目１〜５・１３〜１８番
０４２−３８３−５５００根本恵美子 〃 ４丁目６〜１２番
０４２−３８１−１４３９古明地節子 〃 ５丁目１〜３・１３〜１８番
０４２−３８５−８４７８清水洋 〃 ５丁目４〜１２・１９〜２２番
０４２−３８１−９２２２内田香代子関野町全域

０４２−３８３−４５６６新井眞澄本町２丁目１・３・４・６〜
８・１７〜２０番

０４２−３８４−１２７２門井秋子 〃 ２丁目２・５・９〜１６番
０４２−３８５−９９７２中村裕子 〃 ３丁目１〜５番
０４２−３８１−３８９３米田秀子 〃 ３丁目６〜１４番
欠　員 〃 ４丁目本町住宅
０４２−３８４−６５０８青山清美 〃 ４丁目（除く本町住宅）

０４２−３８７−２１１８清水尚美 〃 ５丁目３〜８・２４〜３６・
４０・４１番

０４２−３８４−５０８３昼間容子 〃 ５丁目１１〜１８・３８番

欠　員 〃 ５丁目１・２・９・１０・
１９〜２３・３７・３９番

０４２−３８１−１３１８八木尚子
北部地区担当主任児童委員

０４２−３０１−０７４８齋藤徹子

０４２−３８１−２７２９鴨下光子北部地区担当
民生・児童委員協力員

電　話担当者担当地区（東部）
０４２−３８４−０４５４千羽節子東町１丁目２〜１４番

０４２−３８３−２０６０井川妙子 〃 １丁目１５・２７〜３５番

０４２−３８３−５９５３永並和子 〃 １丁目１・１６〜２６番

０４２２−３１−７３２９田中好子 〃 １丁目３６〜４５番

欠　員 〃 ２丁目１〜５・１９〜２０番

０４２２−３２−２８２１古宮景子 〃 ２丁目６〜１８・２９〜３１番

０４２２−３２−７７３２青松佐枝 〃 ２丁目２１〜２８番

０４２２−３１−８２０２島田安雄 〃 ３丁目

０４２−３８３−００６７江原由美子 〃 ４丁目８〜２０番

０４２−３８１−７０１６井爪利惠子 〃 ４丁目１〜７・２１〜３０番

０４２−３８２−７１８５星野千恵子 〃 ４丁目３１〜４６番

欠　員 〃 ５丁目１〜１８番

０４２−３８７−５１８５武田美夕里 〃 ５丁目１９〜３１番

０４２−３１６−１１６５音川富久子中町１丁目１〜６・１１〜１５番

０４２−３８３−９２９７北川佳惠 〃 １丁目７〜１０番

欠　員 〃 ２丁目８〜１８・２４番

欠　員 〃 ２丁目１〜７・１９〜２３番

０４２−３８１−４４１４芳須保行 〃 ３丁目１〜１３番

０４２−３８５−８６５０布目陽子 〃 ３丁目１４〜２６番

０４２−３０１−０７８２細淵重信 〃 ４丁目１〜８・１０〜１２番

０４２−３０１−８５５２永井紀子 〃 ４丁目９・１３〜１８番

０４２−３８１−１３７９大久保昌弘本町１丁目１〜８番

０４２−３８３−４８９７大久保信子 〃 １丁目９〜２０番

欠　員 〃 ６丁目

０４２−３８５−６３３５浦野知美
東部地区担当主任児童委員

０４２−３８３−７３８７古源美紀

０４２２−３２−０５９８醍醐あけみ東部地区担当
民生・児童委員協力員

電　話担当者担当地区（西部）

０４２−３８１−７４０６雫時子貫井北町１丁目１・８〜１６・
２３〜２６番

欠　員　 〃 　１丁目２〜７・１７〜
２２番

０４２−３８４−３５０１川畑美和子　 〃 　２丁目・３丁目４・
５番・４丁目

０４２−３２８−６０８８横井景子　 〃 　３丁目６〜２２・３１番

０４２−３８４−５７０５内田裕子　 〃 　３丁目２３〜２８番・公
務員住宅

欠　員　 〃 　３丁目２９・３０・３２〜
４０番

０４２−３２１−２３６０山田礼子　 〃 　５丁目１・３・１８〜
３０番

０４２−３２５−７９２９三井千賀子　 〃 　５丁目２・４〜１７番

０４２−３８１−８６７３緒方澄子貫井南町１丁目１〜１０・２２〜
２７番

欠　員　 〃 　１丁目１１〜２１番
０４２−３８５−１６２７東條佳子　 〃 　２丁目
０４２−３８８−４１８５坂根昭子　 〃 　３丁目
０４２−３８５−０１１１鈴木幸子　 〃 　４丁目１〜１６番
０４２−３８４−０９０７渡邉貞子　 〃 　４丁目１７〜３０番
０４２−３８３−８４２３貞包孝子　 〃 　５丁目１〜６番
０４２−３８４−１８５２櫻井綾子　 〃 　５丁目７〜２１番
欠　員前原町１丁目

０４２−３８５−８２８９鈴木修身　〃　２丁目１〜６・１４〜１９
番

０４２−３８１−６０６５野中英邦　〃　２丁目７〜１３・２０〜２４
番

０４２−３８１−０９６６高木貴子　〃　３丁目１〜４・１４〜２１
番

０４２−３８６−１２３１星野洋子　〃　３丁目２４・２７〜４１番

０４２−３０１−６０４５池ノ上寛子　〃　３丁目５〜１３・２２・
２３・２５・２６番

０４２−３８５−８８３６立石静子　〃　４丁目１〜１２番
０４２−３８１−９８２３田中はるみ　〃　４丁目１３〜２３番
０４２−３０１−６９６３高木和子　〃　５丁目１〜９番
欠　員　〃　５丁目１０〜２０番
０４２−３８７−２４４０多田典子西部地区担当主任児童委員 ０４２−３２２−３３０６新保佳子
０４２−３２１−１６４３谷末益子

西部地区担当
民生・児童委員協力員 ０４２−３８７−４９８３清水啓子

０４２−３８３−４８８７橋本洽祚

お気軽に民生委員・児童委員にご相談ください
悩んでいるのは自分だけでは
ありません。
話してみませんか。

関係機関との
パイプ役になります

高齢者向けのサービスを利用
したいけど…

病気で失業…
　当面の生活困るなぁ
　　　仕事見つかるまで

どうしよう

どこに相談しよう
障がいがあるので心配

子どもの泣き声が、
激しい家があるけど…

子どもが元気で
　　学校に通えるように

したいけど…

子育てのこと一緒に
話しませんか

平成２７年４月１日現在民生委員・児童委員　担当地区一覧
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このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

 

●小金井今昔ばなし－平和の日にちなん
で　５月９日（土）午後１時３０分〜４時
３０分／金蔵院（中町４－１３－２５）／３月
１０日が「小金井平和の日」に制定されま
した。小金井の歴史を語りつぎ、平和や
防災、街づくりについて話します。／富
永一矢さん（元・雑学大学学長）、文化
財センター学芸員／３０人／無料／申し込
みは、東京小金井さくらロータリークラ
ブ（☎０４２－３８７－６６８８）へ。
●浴恩館公園の自然観察会　５月１５日
（金）午後１時浴恩館玄関前集合〜４時
同所解散（雨天＝１６日）／室内講座のあ
と、午後２時４５分から野外で生き物を観
察します。／講師は大石征夫さん（森林
インストラクター）／市内在住・在勤・
在学の中学生以上の方／２５人（申込順）
／５月１日〜１４日に、電話で浴恩館公
園・美化サポーター・中嶋（☎０８０－
５００７－９４０７）へ。
●２０１５年家庭倫理講演会「生きぬく
力」　 ５月１７日（日）午前１０時３０分〜正
午／小金井　宮地楽器ホール小ホール／
１５０人（当日先着順）／１,０００円／一般社
団法人倫理研究所・坂本（☎０４２－３２５－
８６７４）
●小金井雑学大学　５月１７日（日）午後
２時〜４時／市民会館・萌え木ホールＡ
会議室／西洋史講座第１６講－ナポレオン
時代からウィーン体制へ／兵頭信彦さん
（元・都立西高等学校校長）／１００円（資
料代）／当日直接会場へ。／田中（☎０８０
－５６４５－１４７７）
●シルバー合唱団・銀の櫂第１３回発表
会　５月２２日（金）午後２時開演（１時
３０分開場）／小金井　宮地楽器ホール大
ホール／童謡、唱歌、叙情歌、外国の歌
などを歌います。／無料／当日直接会場
へ。／渡辺（☎０４２－３８３－１６９９）
●第１３回多摩ブルー・グリーン賞募集
優れた技術・製品や新しいビジネスモデ
ルを募集します。各最優秀賞に副賞１００
万円、各優秀賞に副賞５０万円を贈呈／主
催＝多摩信用金庫／募集期間＝５月２５日
〜９月４日／詳しくは同信用金庫ホーム
ページ（http://www.tamashin.jp/）で。
／多摩ブルー・グリーン賞事務局（☎
０４２－３８９－１１３３）
●中級音訳講習会　５月２６日、６月１６

日、７月２１日、９月１５日、１０月２０日、い
ずれも火曜日午後１時３０分〜３時３０分
（全５回。１０月２０日は午後２時〜４時）／
図書館本館地階集会室ほか／講師は樫山
多門さん（音訳指導者）／当会の音訳奉
仕活動に参加できる方／３５人（申込順）
／５００円（資料代）／５月７日〜２２日に、
電話またはファクスで小金井市対面朗読
の会・明石（☎ ＝０４２－３０１－９８８７）へ。
●多摩パブリック法律事務所「不安を安
心に」創立７周年記念無料法律相談会　
５月３０日（土）午前１０時〜午後４時／多摩
パブリック法律事務所（立川市曙町２－
９－１）／相続、離婚、事業者向け法務、
労働問題、刑事事件、債務整理等／４８人
（申込順）／５月１１日から、電話で同法
律事務所（☎０４２－５４８－２４５０＝土曜・日
曜日を除く午前９時３０分〜午後７時）へ。
●フリーマーケット出店募集　５月３１日
（日）午前９時〜午後２時３０分（雨天中
止）にむさし小金井自動車教習所（緑町
１－３－２６）で開催するムサコフリーマ
ーケットの出店者を募集します。／出店
料＝車出店５００円、手持出店１００円／応募
者多数の場合は抽選／出店料は全額募金
します。／５月１０日までに、電話で同教
習所（☎０４２－３８１－３３２１）へ。
●第２５回囲碁団体戦　６月７日（日）
午前９時〜午後５時／公民館東分館／市
内在住・在勤・在学の方／１チーム３人
編成／Ａクラス（四段以上）、Ｂクラス
（初段〜三段）、Ｃクラス（１級以
下）、スイス方式ハンデ戦／参加費（昼
食代等含む）＝会員３,６００円、一般４,５００
円、高校生以下３,０００円／５月２５日まで
に、電話またはファクスで、囲碁連盟・
五師（☎ ＝０４２－３８４－７５７２）へ。
 

●少年軟式野球夏季大会　５月１０日〜６
月２１日の日曜日午前８時〜午後５時／上
水公園運動施設グラウンドほか／市内在
住・在学の小学生／高学年（５・６年
生）の部、低学年（４年生まで）の部／
１チーム２,０００円／５月７日までに、電
話で市少年軟式野球連盟・高木（☎０４２
－３０１－６９６３）へ。
●春季弓道教室　５月１２日〜６月４日の
毎週火曜・木曜日午前１０時〜正午（全８
回）／小金井神社弓道場（中町４丁目）
／初心者に対する弓の取り扱いから弓射

FAX

FAX

 

◆水彩画教室・愛桜会　原則第２・４火
曜日午前１０時〜午後４時、福祉会館で。
屋内外のスケッチ。絵付け材料は自由。
講師は山田愛子さん。初心者・経験者歓
迎。連絡は平野（☎０４２－３０１－３８１７）へ。
◆テニス愛好会・ライラック　原則毎週
土曜・日曜日、市テニスコート場で。健
康維持、運動不足解消に。コーチは大森
さん。連絡は西山（☎０４２－３０１－７６３１）
へ。
◆リズム体操・フレンズ　原則毎週木曜
日午前１０時〜正午、福祉会館等で。仲間
たちとのおしゃべりも楽しいです。見学
自由。連絡は藤崎（☎０４２－３０１－１４２７）
へ。
◆お琴・新星会　原則第２・４土曜日午
後２時から公民館緑分館または東分館
で。講師は纓田伊星花さん。初心者歓
迎。体験自由。連絡は小林（☎０４２－３８４
－５８３７）へ。

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

◆ゲートボール・門球会　原則火曜・木
曜日正午〜午後３時、上水公園運動施設
で。脳トレとウォーキングを一緒にした
ような効果あり。連絡は吉田（☎０４２－
３８５－０５０９）へ。
◆ゲートボール・親球会　原則毎週月
曜・木曜日午前９時からリサイクル事業
所前広場で。適度な運動で頭を使い、一
緒に楽しみましょう。連絡は中村（☎
０８０－３１７０－８０４３）へ。
◆リズム体操・はなみずき　原則木曜日
午前１０時から天神前集会所で。体幹を意
識した動きで、転びにくい体を作り、音
楽に合わせて脳を活性化します。連絡は
石田（☎０４２－３８３－２６６８）へ。
◆書道・紫鳳会　原則毎週金曜日午後１
時３０分から桜町上水会館で。漢字・かな
の基本から学びます。静ひつのひととき
を書と共に過ごしませんか。初心者歓
迎。連絡は遠藤（☎０９０－７１９１－４１０２）へ。
◆居合道・正剣會　原則毎週土曜日また
は日曜日午後４時３０分から総合体育館
で。初心者歓迎。連絡は蒲池（☎０４２－
４２７－５７１７）へ。

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　紺 碧 の海と空、あじさいの花に囲まれ、古
ぺき

い歴史のある三宅島を楽しみましょう。大自
然の向こうに夢が広がります。
　三宅村民との交流や、島内観光、あしたば
摘みなどを行います。
と　き　６月２６日（金）午後８時３０分集合〜
２８日（日）午後９時３０分ごろ解散（船中１泊
含む２泊３日）
集合場所　市役所本庁舎駐車場（マイクロバ
ス使用予定）
対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　２０人
参加費 一般＝ 円、５〜 歳＝２８,０００
円、４歳以下＝無料
主　催　小金井三宅島友好協会
申込方法　６月１０日までに、電話またはファ

３２,０００ １２

クスで住所・氏名・年齢・性別・電話番号を
小金井三宅島友好協会事務局・稲葉（☎ ＝
０４２－３８３－１０２７）へ。
問合先　同協会事務局、コミュニティ文化課
文化推進係（☎０４２－３８７－９９２３）

FAX

三宅三宅島島のの初夏初夏をを訪ねてあじさ訪ねてあじさいいとと
大自大自然然をを楽しむ楽しむ旅旅

までの練習／市内在住・在勤・在学の方
／２０人（当日先着順。午前９時から受け
付け）／１,０００円（８回分）／弓具貸与／
市弓道連盟・鎌田（☎０４２－３０１－６８２５）
●歩きませんか軍需引込線跡の立野緑道
を　５月１７日（日）雨天実施／①貫井大
橋午前７時１５分②市役所本庁舎７時３０分
③ＪＲ東小金井駅南口７時３５分集合〜正
午ごろ西武鉄道池袋線東久留米駅解散
（距離約９.８㎞）／２００円／水筒持参／当
日直接各集合場所へ。／市ウオーキング
協会・浜薗（☎０４２－３８１－２２００）
●第４０回体育協会法人化記念女子弓道
大会　５月２３日（土）午前１０時〜午後３
時／小金井神社弓道場（中町４丁目）／
市内在住・在勤・在学の方、連盟員／３０
人（当日先着順。午前９時３０分から受け
付け）／無料／弓具一式持参／市弓道連
盟・鎌田（☎０４２－３０１－６８２５）
●軟式野球夏季大会　５月２４日〜７月２６
日の日曜・祝日午前８時〜午後６時／上
水公園運動施設グラウンドほか／軟式野
球連盟登録チーム（年間登録料１チーム
１５,０００円、別途登録料あり）／参加費１
チーム１０,０００円／主将会議は申込時にお
知らせします。／５月１０日までに、電話
で市軟式野球連盟・村田（ときわスポー
ツ内☎０４２－３８１－２５６０）へ。
●親子スキンシップ体操　６月５日から
の金曜日午前１１時〜１１時５０分／総合体育

館／１歳１０か月以上の親子／１０組程度
（多数抽選）／２,０００円（月額）／５月１９
日（必着）までに、往復はがきまたはファ
クスに住所・親子の氏名（ふりがな）と生
年月日・電話番号を明記し、黄金井倶楽
部「碓親 係」（〒１８４－０００５桜町２－２－３１
☎０４２－４０６－２２８０ ０４２－４０６－２２９０）へ。
●第９４回小金井市ソフトテニス大会
（一般の部）　 ６月７日（日）午前９時
〜午後７時（予備日＝７月５日）／市テ
ニスコート場／一般・シニア（４０歳代・
５０歳代・６０歳代）／市内在住・在学・在
勤・在クラブの方／１ペア２,０００円（別
途連盟登録料）／５月２２日までに、ファ
クスで市ソフトテニス連盟・磯部（☎ 
＝０４２－３８５－２８３４）へ。
●第４９回小金井市柔道選手権大会　６
月２１日（日）午前９時から／総合体育館
柔道場／市内在住の４歳〜中学生と招待
道場選手／５月１０日までに、電話で市柔
道連盟・髙木（☎０４２－３８３－８５２６）へ。
●第５８回小金井市オープン卓球選手権
大会　６月２８日（日）午前９時から／総
合体育館／オープンシングルス予選リー
グ、上位２人決勝トーナメント出場／
３６０人（申込順）／１,０００円／ゼッケン着
用／５月１５日〜３０日に、電話で氏名・年
齢を市卓球連盟事務局・小島（☎０４２２－
８８－７２１３）へ。

FAX

FAX

　三宅島の春は鳥たちのさえずりあふれ
る、バードウォッチングのベストシーズ
ンです。
　「おきがるバードウォッチング」や
「大路池ガイドウォーク」などの各種イ
ベントを毎週末開催しています。申込不
要で、参加しやすい６０分ほどのイベント
ですので、ぜひご参加ください。
　詳細は、お問い合わせいただくか、ホ
ームページ（http://www.wbsj.org/sa 
nctuary/miyake/）をご覧ください。
と　き　６月２７日（土）まで
問合先　三宅島自然ふれあいセンター・
アカコッコ館（☎０４９９４－６－０４１０）

アカコッアカコッココ
（国の天然記念物・国（国の天然記念物・国のの
絶滅危惧ⅠＢ類絶滅危惧ⅠＢ類））

三宅島三宅島バードアイランバードアイランドド
7 777777777777777777777777

フェスティバルフェスティバル20120155
7 777777777777777777777
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渇　「キッド」（１９２１年・６８分）
街の放浪者チャップリンが子を拾い
育てていくことを描いた長編映画。
渇　「犬の生活」（１９１８年・４０分）
犬と旅する放浪者と酒場の女性歌手
の恋を描いたコメディ。
と　き　５月１６日（土）午後３時３０分
から（３０分前開場）
ところ　公民館本館視聴覚室
定　員　７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−
１１８４）

祝 福祉会館まつり
チャップリン特集

第501回市民映画会

 　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
推
進
計
画
の
重
点
対
策
に
基
づ

き
、
自
動
車
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

排
出
の
削
減
を
め
ざ
し
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
教
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

運
転
実
技
を
含
む
半
日
程
度
の

教
習
会
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
つ
な
が
り
、
家
計
に
も
や
さ
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
、
ぜ
ひ
、
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
火
）
～　

１９

２２

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
０
時

　

分
３０と

こ
ろ　

尾
久
自
動
車
学
校
（
東

町
３
儿　

儿　

）

１７

１９

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち

の
方

定　

員　

各
日
３
人
（
申
込
順
）

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

３８７
 　

定
年
を
迎
え
た
方
を
対
象
に
し

た
、
地
域
活
動
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

参
画
、
楽
し
く
豊
か
な
人
生
設
計

な
ど
を
考
え
る
講
座
で
す
。

と　

き　

５
月　

日
～
７
月
４
日

２３

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時　

分
～

３０

４
時　

分
（
５
月　

日
は
正
午
～

３０

３０

午
後
３
時
。
６
月　

日
は
午
前　

１３

１０

時
～
午
後
４
時
。
７
月
４
日
は
午

後
１
時　

分
～
５
時
）

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
ほ

かテ
ー
マ　

市
の
歴
史
、
市
の
現
在

と
未
来
を
考
え
る
、
文
化
財
セ
ン

タ
ー
・
東
京
農
工
大
科
学
博
物
館

の
見
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会

シ
ニ
ア
世
代
の
人
生
設
計

地
域
で
の
新
た
な
出
発

加
者
の
話
ほ
か

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

４０

企
画
運
営　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
小
金
井

そ
の
他　

▽
全
講
座
へ
の
参
加
も

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
▽
飲
食
代
は
実

費
で
す
。

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）
へ
。

０４２

３８７

 
と　

き　

６
月　

日
（
水
）
～　

１７

１８

日
（
木
）

行　

程

▽　

１
日
目
＝
午
前
７
時
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
所
発
～
霧
ケ
峰
散
策

～
清
泉
寮
～
清
里
山
荘
（
宿

泊
）

▽　

２
日
目
＝
午
前
８
時　

分
清

３０

里
山
荘
発
～　

最
高
標
高
地
点

ＪＲ

～
萌
木
の
村
見
学
～
そ
ば
打
ち

体
験
～
信
玄 
餅 
工
場
見
学
～
午

も
ち

後
６
時
ご
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

所
着
・
解
散

参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
１
万
５
千
円
、
そ
の
他

の
方
＝
１
万
７
千
円
（
宿
泊
代
・

１
日
目
昼
・
夕
食
代
、
２
日
目

朝
・
昼
食
代
、
バ
ス
代
、
保
険
代

等
）

そ
の
他　

▽
団
体
申
込
も
受
け
付

け
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
、
指
定

の
集
合
場
所
へ
バ
ス
を
配
車
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
▽
申
込
人
数

が　

人
以
下
の
場
合
は
運
行
を
中

１５
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
１
日
～　

日
３０

に
、
電
話
で
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
生
年
月
日
・
年
齢
お
よ
び
代

表
者
の
住
所
・
電
話
番
号
を
清
里

山
荘
申
込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

１
２
０
儿　

儿　

）
へ
。

４８４

６４７

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア
ー

霧
ケ
峰
散
策
と
清
里
観
光

問
合
先　

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５

１
儿　

儿
４
６
４
９
）

４８

 　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
３
～

５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

１
人
５
分
間
で
お
薦
め
の
本
を
発

表
し
、
最
後
に
参
加
者
全
員
の
投

票
で
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
本
を

選
出
す
る
ゲ
ー
ム
感
覚
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
後

３０

２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ａ
・
Ｂ

対
象
・
定
員　

▽
発
表
者
＝
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以

上
の
方
５
人
、
市
外
在
住
の
中
学

生
以
上
の
方
５
人
（
い
ず
れ
も
申

込
順
）
▽
観
覧
者
＝
小
学
生
以
上

の
方　

人
（
当
日
先
着
順
）

４０

そ
の
他　

発
表
者
は
申
込
時
に
紹

介
す
る
本
（
市
立
図
書
館
の
蔵
書

の
み
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
本
を
持
参

し
、
そ
の
本
に
つ
い
て
１
人　

分
１０

以
内
で
紹
介
し
た
あ
と
、
参
加
者

全
員
で
感
想
を
共
有
す
る
読
書
会

で
す
。

と　

き　

６
月
６
日
（
土
）
午
前

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館
学

習
室
Ｃ
・
Ｄ

テ
ー
マ　

夏

定　

員　

紹
介
者
８
人
（
申
込

順
）、観
覧
者　

人（
当
日
先
着
順
）

２０

そ
の
他　

市
立
図
書
館
所
蔵
の
本

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
図

書
館
貫
井
北
分
室
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

本
と
人
が
巡
り
会
う
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

第
３
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

第
２
回
図
書
館
読
書
会

３
５
６
１
死n

u
ku
ikita

-lib
@
k

cd
.b
iglo
b
e.n
e.jp

）
へ
。

 　

東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
小
金

井
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
で

は
、
被
災
地
の
産
品
を
販
売
・
Ｐ

Ｒ
す
る
「
い
ち
い
ち
市
」
を
、
毎

月　

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

１１

　

被
災
地
の
特
産
品
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
月
）
午
前

１１

　

時
～
午
後
５
時
（
売
り
切
れ
次

１１第
終
了
）

と
こ
ろ　
　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口

ＪＲ

ア
ク
ウ
ェ
ル
モ
ー
ル
１
階
催
事
ス

ペ
ー
ス

問
合
先　

商
工
会
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８１

８
７
６
５
）

 
と　

き　

５
月　

日
（
木
）
午
前

２１

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
市

「
い
ち
い
ち
市
」

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

【
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
】

　

陶
磁
器
（
せ
と
も
の
）
で
割
れ

た
り
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　

搬
入
量
は
１
人
に
つ
き
、
自

転
車
に
積
め
る
程
度
ま
で
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

回
収
で
き
な
い
も
の　

洗
浄
さ
れ

て
い
な
い
食
器
、
土
鍋
、
素
焼
き

の
食
器
、
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
、
ガ

ラ
ス
、
強
化
ガ
ラ
ス
食
器
、
手
作

り
品
、
花
び
ん
、
灰
皿
等

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  
〈
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ 

タ
ー
弾
き
語
り
入
門
〉

　

基
本
練
習
か
ら
始
め
、
自
分
が

選
ん
だ
１
曲
を
弾
き
語
り
で
き
る

ま
で
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
５
日
～
７
月　

日
２４

の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館

講　

師　

鈴
木
伸
浩
さ
ん
（
音
楽

家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
高
校
生
世
代
以
上
の
初
心

者
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

そ
の
他　

貸
出
用
の
ギ
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
弦
は
実
費
負
担
で

す
。

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

１４

で
に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名

成
人
学
校

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ギ
タ
ー
の
有
無
を
明
記
し
、

公
民
館
貫
井
南
分
館
「
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
入

門
」（
〒　

儿
０
０
１
４
貫
井
南
町

１８４

４
儿
３
儿　

☎　

儿　

儿
１
１
６

２３

０４２

３８３

８ 
　

儿　

儿
1
2
2
8
死k0

2

０４２

３８７

0
4
1
2
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）へ
。

〈
水
辺
緑
地
探
訪
〉

　

狭
山
丘
陵
か
ら
の
水
を
集
め
て

流
れ
る
２
本
の
川
筋
を
歩
き
、
歴

史
文
化
財
に
触
れ
な
が
ら
、
八
国

山
緑
地
と
菖
蒲
の
北
山
公
園
を
訪

ね
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
午
前

１０

　

時
～
午
後
４
時
（
雨
天
＝　

１０

１２

日
）

講　

師　

堀
井
光
夫
さ
ん
（
玉
川

上
水
に
親
し
む
会
世
話
人
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
急
坂
・
急
階
段
を
含
め
４

時
間
程
度
歩
け
る
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

参
加
費　

無
料
（
交
通
費
、
入
館

料
は
実
費
負
担
）

そ
の
他　

集
散
場
所
は
、
返
信
は

が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

１５

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
本
町
分

館
「
水
辺
緑
地
探
訪
係
」
（
〒　
１８４

儿
０
０
０
４
本
町
２
儿　

儿　

☎

１５

１１

　

儿　

儿
１
１
７
０
）
へ
。

０４２

３８３

 　

簡
単
な
家
庭
料
理
を
作
り
な
が

ら
、
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
歓
迎
で
す
。

と　

き　

６
月
４
日
～
７
月
９
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前　

時
～
午
後

１０

１
時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
４
階
家
事
実

習
室

講　

師　

山
崎
智
恵
子
さ
ん
（
料

理
研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男

性定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

FAX男
性
の
料
理
教
室

参
加
費　

４
千
円
（
材
料
費
等
）

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８７

０
１
１
）
へ
。

  
と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
前

１６

　

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
２
時

１１と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

物
館

講　

師　

梅
田
倫
弘
さ
ん
（
同
大

学
教
授
）

対　

象　

小
学
校
５
年
生
～
中
学

生定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

５
月
１
日
午
前　

時
か

１０

ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
・
性
別
を
同
大
学
科

学
博
物
館
（
☎　

儿　

儿
７
１
６

０４２

３８８

３ 
　

儿　

儿
７
５
９
８
死K

ah

０４２

３８８

aku
@
cc.tu

at.ac.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
東
京
農
工
大

学
と
の
連
携
事
業
で
す
。

 
と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
前

１６

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

子

ど

も

第
１
回
子
ど
も
科
学
教
室

糸
繰
り
体
験
を
し
よ
う

FAX放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

ふ
く
ろ
う
笛

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

５
月
１
日
か
ら
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
９
）
へ
。

 
〈
図
書
館
緑
分
室
〉

と　

き　

５
月　

日
（
土
）
①
午

１６

前　

時　

分
～　

時
②　

時
～　

１０

３０

１１

１１

１１

時　

分
３０

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
集
会
室

Ａ
・
Ｂ

内　

容　

絵
本
①
「
お
べ
ん
と
う

ば
こ
の
う
た
」
②
「
な
ぞ
か
け
ど

う
じ
ょ
う
」
ほ
か

対　

象　

①
３
歳
以
上
の
幼
児
と

保
護
者
②
小
学
生

協　

力　

四
小
こ
と
の
は

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
緑
分
室
（
☎　
０４２

儿　

儿
７
３
０
２
）

３８７
〈
図
書
館
貫
井
北
分
室
〉

と　

き　

５
月　

日
、　

日
、　

１６

２３

３０

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時
１０

　

分
か
ら
（　

～　

分
程
度
）

３０

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

お
は
な
し
会

学
び
・
く
ら
し
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５
月
３
日（
日
・
祝
）
５
月
４
日（
月
・
祝
）
５
月
５
日（
火
・
祝
）
５
月
６
日（
水
・
休
）
５
月　

日（
日
）

１０

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

緑町5―13―16
☎042―383―3966

伊
東
内
科
医
院

内
循

けやき
通り 地蔵通り

中央本線

緑
中
央
通
り

北大通り

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

本町1―13―13
☎042―381―2080

佐
藤
ク
リ
ニッ
ク

内
小
皮
ア

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

い
し
づ
か
歯
科
医
院 東町4―43―7

小金井東ビル2F
☎042―388―0991

薬局

飲
食
店

グラウンド

郵便局2F

南口
東小金井駅

梶野町4―5―7
☎042―383―2078

久 

滋 

医 

院

内
小

梶野町交差点

北大通り
三小

北口
東小金井駅

地蔵通り

書
店

コンビニエンス
ストア

梶
野
通
り

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消
外 西武

多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り

菊
地
脳
神
経
外
科・整
形
外
科

整
神
内

内

リ 

ハ

東町3―12―11
☎0422―31―1220

東小金井駅

自動車
　教習所南口

西武多摩川線

脳
外

も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル1F
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消
外 西武

多摩川線
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ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ともえ調剤薬局

（ ）本町1－5－12朝日パリオ
☎042－387－7911

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－54うさぎビル1F
☎042－388－5400

 
たま調剤薬局（東町店）

（ ）東町3－11－18
☎0422－39－5778

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

 
伯雲堂薬局

（ ）本町2－6－12－103
☎042－400－6035

 
おおにし薬局

（ ）梶野町4－20－4
☎0422－55－8998

 
キタムラ薬局

（ ）本町1－8－12
☎042－384－8292

 
にじいろ薬局

（ ）梶野町5－9－9クレール1F
☎042－316－3795

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229
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　公民館本町分館を利用している皆さんの文化の祭典、本
町分館まつりを開催します。お気軽にお越しください。
とき・内容　下表のとおり
【特別イベント　マリンバ＆ギターミニコンサート】
と　き　５月２４日（日）午後２時～４時
出　演　ｅｒｉｋｕｏ（デュオ・ユニット）
定　員　４０人（当日先着順）
問合先　公民館本町分館（☎０４２−３８３−１１７０）

　福祉会館利用者の交流の場として福祉会館まつ
りを開催します。福祉団体の活動報告のほか、多
彩な企画でお待ちしています。
とき・内容　右表のとおり
【記念イベント　Ａｆｔｅｒｎｏｏｎ Ｊａｚｚ Ｌｉｖｅ】　
　１９５０年代のビバップジャズを中心に、どこかで
聴いたことがある名曲を心地よい演奏でお届けし
ます。
と　き　５月１７日（日）正午～午後１時
演奏曲　Ｍｏａｎｉｎ’、ＴａｋｅＦｉｖｅ、ムーンライト
セレナーデ、Ａ列車で行こうほか
出　演　ＨＴＹ ＪａｚｚＴｒｉｏ
申込方法　当日直接会場へ。
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

内　　容と　き

オープニング（開会式、踊るさち
会）

１０：００〜
１０：３０

５
月　

日
（
土
）

１６

サークル展示発表（※）、小金井
ボランティア・市民活動センター
活動紹介、出店（ミニバザー、焼
きそば、クッキー、手工芸品など）

１０：００〜

出演発表（ＫＳＳ、踊るさち会、
小悠連福祉部、若草会、フラリリ
ア、カマラード、小悠連レクリエ
ーションダンス部、うたう会「コ
スモス」、ザ・オールドメン）

１０：３０〜
１５：５０

サークル展示発表（※）、出店
（１６日と同内容）１０：００〜

　

日
（
日
）

１７

出演発表（アンサンブル小金井、
麒麟、カントリーパートナーズ）

１３：００〜
１５：３０

※　第一小学校児童による特別展示も行います。

内　　容と　き

オープニング１０：００〜

５
月　

日
（
土
）

２３

展示（絵画、書道、写真、活動報
告、いけ花等）

１０：００〜１６：００ 模擬店（バザー、手作りクッキ
ー、パン等）

喫茶、軽食コーナー（コーヒー、
カレー等）

健康体操（小金井操体法研究会）１０：３０〜１２：３０

生け花体験（いけ花の会）１４：００〜１６：００

展示（２３日と同内容）９：００〜１６：００

　

日
（
日
）

２４

模擬店（手作りクッキー、焼きそ
ば等）１０：００〜１６：００

出演発表
小金井ハーモニカクラブ
なつかしい曲を歌う会
アロハフラプルメリア・アロハウ
クレレ

１０：００〜１１：００
１１：１０〜１２：１０
１２：４０〜１３：４０

着付け発表会（富士きものサーク
ル）１０：３０〜１２：００

小寄せの茶席（いろは茶会）１３：３０〜１５：００

第14回福祉会館第14回福祉会館まつまつりり
5月165月16日日（（土）・17土）・17日日（（日）日）

第34第34回回
本町分館本町分館まつまつりり

5月23日（土）・24日（日5月23日（土）・24日（日））

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

〈中村研一誕生日記念特別無料観覧日〉
　洋画家・中村研一が５月１４日に生まれたことを
記念して、どなたでも無料で観覧できます。
と　き　５月１７日（日）午前１０時～午後５時（入
館は４時３０分まで）

〈企画展「生誕120年河野通勢と中村研
一」開催中〉

開催期間　５月２４日（日）ま
で
観覧料　一般５００円、小・中
学生２００円（未就学児および
障害者手帳をお持ちの方と付
き添いの方一人は無料）

〈親子で美術館を楽しもう！おはなしの
へや〉

　小さなお子さんのいる方にも美術館を楽しんで
いただくため、ボランティアによる絵本の読み聞
かせ会を行います。
と　き　５月２３日（土）午後２時～４時
ところ　同美術館２階多目的講義室
対　象　幼児～小学生と保護者
参加費　無料（観覧券不要）
申　込　当日直接会場へ。
協　力　こごうちぶんこ　ことりのへや
問合先　市立はけの森美術館（☎０４２−３８４−９８００
＝午前１０時～午後５時）

市立はけの森美術市立はけの森美術館館


